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災害メモリアルアクション KOBE

ACTION2017 

「神戸のことばj

日時：平成29年1月7日
開会午前10時00分

開会のあい つ
災害メモリアルアクションKOBEの企画委員長を務めさせていただいている京都大学防災研

究所の牧です。

今年の1月の17日で阪神・淡路大震災の発生から22年に芯ります。22年という年を理解す

るために、皆さん、まず自分の歳から22を引いてみてください。私は、現在49歳ですので、当時

27歳でした。また、私は、 1945年の終戦から22年後に生まれました。そのため、もちろん戦争

の経験はありませんが、近所のおじいちゃんとかおばあちゃん、それからお父さん、お母さんが

話してくれる内容がどうも実感が芯くて、伺か戦争をしてはいけ芯いということだけを何となく

自分の心に刻んで、きたよう芯、 22年だったように私は理解しています。

牧委員長

この災害「メモリアルアクションKOBEJは、 22年前の阪神・淡路大震災の年から脈々と、続

いています。まずL一番初めはIメモリアル・コンファレンス・イン神戸Jという名称で、さまざまな
分野で災害の復興に対する取り組みが続けられる中で、お互いの取組みを知るために話し合っ

て情報交換をしようという目的のもと、発災翌年から2005年までの10年間、これが続けられました。その次の10年間にあた

る2015年までは、今度は、 「災害メモリアルKOBEJと名称を変えて取り組んで、きました。その際、何を目標にしたのかという

と、時間の経過とともにその教訓が次の世代になか怠か引き継いでいけ芯いという問題意識から、災害の経験をどう語り継

いでいくのかということと併せ、他の地域にどうやって伝えていくのかということをテーマに活動を続けてまいりました。

昨年度からは、「災害メモリアルアクシヨンKOB日として、いかに次の災害を減らすために、私たちの経験をどうつ芯いでい

くのか、ほかに伝えて被害を減らしていくのかということをテ マに新たに10年先を見据えた取組みが開始されました。今年

も4月には熊本地震、 8月には台風10号の影響で岩手県や北海道で大き芯被害が出ました。また、 10月には鳥取県中部地震

が発生しました。昨年の参加団体には、すば‘らしい発表をしていただいたのです力えそれにとどまること芯くもっと頑張ってい

こうということで、パンフレットにも掲載いたしました「神戸のことlcfJを今後10年間のメインテーマにしていこうと決めまし

た。「神戸のことぱJを以て、との神戸で取り組むことの意昧は、あの震災の経験をした方々や、その後の復興で御活躍された
方々が皆さんまだお元気でおられて、若い人たちはその話を直接聞くことができるというそういうすばらしい場所という利点

がこの神戸にはあります。そういった実際に災害を経験した方のお話を自分たちの言葉に翻訳をしたうえで、それを他の方々

に伝えていただきたいと思います。今日はどうぞよろしくお願いいたします。



兵庫県立舞子高等学校

災害メモリアルアクションKOBE
～ACTION2017～ 兵庫県立舞子高等学校

目的：災害時、その人にとってベストな選択をとって後悔しないで
ほしい。

兵庫県立舞子高等学校の紹介

昨年度に引き続き、今年度も環境防災科の

各学年の生徒10名が参加させていただいています。
H高校生の私たちだからこそHできることを、

考え活動してきま した。

前授業後にたくさんの反省点が見つかりました。
それをいくつか紹介します。

垂水ヒアリング（9 /11・24)
JR垂水駅付近で、行いました。

【準舗に関する反省］

－準備を始める時聞が遅かった。
→リハーサルを通してできていなかった。
・ワークショップのルールが暖疎な点が多かった。

2日間合わせて 31名のお話を聞くことがで
きました。震災当時のお話と防災意識調査
を実施したことで、日津波に対する危機感を

持っている方が少ない“ということがわかり
→学校の校区や土地を把握できていなかった。
時間が余った場合の対処を考えてなかった。
【出前授業当呂の反雀】
－黒板の使い方が上手くいかなかった。
．ワークショップに突然飛んだ。
→知識不足のままで授業を進めて
しまったのて’はないか。

まとめ
昨年よりスムーズに活動を行うこ
とが出来ました。アウトプットを1
初めて行い、 H聞いた事をどう活抗、
して伝えるかHが難しかったので
省を
活必Lし：て来年に繋げたいで生。

♂授業の流れ

舞子チームの説明

クイズ（2問）

ました1

～ー一一一

ワークショ ッ一 ワークショッフ。

功、

考えた避難経路を
各班ごとに発表

まとめ

、品、、

南海 卜ラフ地震を想定して、
中学生と実際にマップを使って、津波
が来た時の避難経路を考えました。 ア
クシデントカードを提示して様々な場
面を想像し、判断して避難経路を考え
ました。

』 mノ＇.／~司事売すいま L

J鴇長田ヒアリングく9/19)
新長田にある真陽地区で行いま し
た。現在行っている活動や、震災
’時に大きな被害を受けた新長田
汁ま、 「知ることで災害時の対応

変わる」とお聞き しまレ♂

避難経路を考えてもらっている
途 中のあるタイミングで提
示する、困っているおばあちゃん、
倒壊している家、火災、迷子の子ど
も、水道管破裂、人混みなどをイラ

考えた避難経路を発表している様子↑



慎兵庫県立舞子高校1 私たちは災害時、その人にとって

後悔し怠いように最善の選択をとってほしいという目的

を持って活動しています。

今年の活動内容としてはインプット方法としてI神戸
のことl副を私たちが知るためにヒアリング調査を行い

ました。アウトプット方法としては、次の災害に向けて取

り入れた「神戸のことl引を伝えたいということで、出前

授業を行いました。

．兵庫県立舞子高校2 まず、自分たちが「神戸のごと

ぱjを知らないので、 I神戸のこと｜引を知るためにJRの
垂水駅と新長田駅でヒアりング調査を行いました。

そこで、分かったことは、阪神・淡路大震災のときの被

害の差で防災に対する関心が遣うので、それを知って

いると知ら芯いのでは対応が変わるということでした。

「知らないことを知ることに変えよう」と思い出前授業

をさせていただきました。

・兵庫県立舞子高校3 私たちはヒアリング調査として2

つの質問をさせていただきました。阪神・淡路大震災の

ときどうでしたかという質問と、00しておけばよかっ

たと思うことはありますかという質問です。あえて時間

やシチュ工ーション芯どを暖昧にすることで、さまざま芯

「神戸のことぱjを聞かせていただきました。

ミーティングを重ねる中で、私たちは［神戸のことlcfJ

とは 体何芯のだろうと改めて考えました。

そこには、二つの 「神戸のことぱ］があると考えまし

た。一つ目はヒアリング調査で聞かせていただいた生の

声、もう つは生の声を聞いて私たちが感じたことです。

それらを伝えたいと思いました。

・兵庫県立舞子高校4 私たち舞子チームは高校生だか

らこそ見える視点での防災教育がしたいと考えました。

次の世代に災害について知ってもらいたい、ワークショッ

プを通してその人にとって最善の判断をとってもらうよ

うにきっかけづ、くりを行いたい、そう思い、アウトプット

方法として出前授業という形をとり、行いました。

・兵庫県立舞子高校5 僕たちは2016年の12月9日に

明石市立衣川中学校で出前授業をさせていただきまし

た。これは、神戸新聞に出前授業の様子を報道してい

ただいた写真です。出前授業の内容としては、まず初め

に、地震のクイズ、津波のクイズ、をしてからワークショッ

プに入りました。

・兵庫県立舞子高校6 ワークショップで、は、スライドに

あるようにさまざま芯想定をして、実際に避難する経路

を考えてもらいました。具体的にどこに逃げたいか、ど

こまで逃げられたか、アクシデントカードにどう対応し

たかを考えてもらいました。

アクシデントカードというのは、実際に災害が発生し

たときに自分がその判断に迷ってしまうととを実際に

力 ドにしてそれを提示することで、自分芯らどう対応す

るということを考えてもらうためにつくりました。これは

アクシデントカードの内容の一部です。この腰を痛めた

おばあさんが道端にいるという内容で考え、この内容を

生徒に考えてもらったところ、このように背負って避難

所まで運ぶという優しい考えから、助けずに自分たちの

命を大事に逃げるという考えまでいろいろ芯意見が出

ました。

しかし、このアクシデントカードには正解、不正解があ

るわけではありません。私たちがとのような難しい問題

を使用したのは、実際に災害が発生したときにどん怠こ

とが、起きるかわから在ょいということを知ってもらうため

です。

B兵庫県立舞子高校7 今年度は昨年度に比べてメン

J＂ーの人数が増えたことや、ミーティング回数を増やし
たごとによってさまざま芯意見が出ました。しかし、イン

プット方法やアウトプット方法でさまざまな意見が、出過

ぎたために、みん芯一人一人の考えや思いが一つにまと

まらず、ミーテイングでまとめ芯がら進行していくのがと

ても難しく、大変芯ところでもありました。

そのたびに自分たちが大切にしていることは何かとい



多ゐ‘

うところに戻って考え、またときには先輩である河田さ

んにアド、パイスをもらうなどしてミーティング、を進めて、

インプット方法、アウトプット方法を聞きました。

インプット方法では垂水駅前と新長田駅前でのヒアリ

ング調査、アウトプット方法では衣川中学校で出前授業

をしたことで、舞子高校チムの私たちだけでは芯く、

ヒアリング調査をさせていただいた方々やまた中学生

の方々にも防災を考えてもらうきっかけや、阪神・淡路

大震災のことについて知ってもらい、今後の災害に向け

て今、自分たちはどん芯ことをし怠ければ芯ら芯いのか

芯どを考えるきっかけづ、くりができたと思います0

・兵庫県立舞子高校8 先ほどの避難経路を考えてもら

うワークショップの点で、説明に不十分が、あったので補足

させていただきます。

ワークショップ自体は中学校のークラスで、させていた

だきました。ークラス、大体40人ぐらいのクラスです。一

班ごと、一班6人ぐらいに分かれていただいて、その中学

校の校区内の地図を配って、その地図上でどういった避

難経路をとるか、どこに逃げようとするか、また最終的に

例えば10分あればどこに逃げ‘られるか、最終的にどこに

逃げ、られたかということを話し合いました。

［出前事業］

可

． 
災E

今回は、 2年目の活動と芯ります。昨年度はヒアリン

グ調査のみの活動と芯リました。昨年は僕たちが、成果や

知見を発信するところまで持っていけ芯かったという課

題が、ありましたわえ今年度は中学校での出前授業という

一つの発信までたどり着くことができました。

僕たちが、伝えられた、また伝えようとしたことは、ま

た、ヒアリング調査で、聞き取った、たくさんの乙との中

の つだけです。知っているのと知ら芯いのでは対応が

違う、そのことだけを、最終的にそのことだけを伝えよ

うとする出前授業、僕たちはそこに絞って出前授業を行

いました。

そういった中で、僕たちは、授業の中でより多くの情報

を伝える難しさ、また、一つの授業だけでは完結し芯い、

またとれからも何年も何年も続いていか芯ければいけ芯

い、継続することの大切さを知りました。

僕たち3年生は3人芯のですが、また次の来年度の取り

組みについて抱負を後輩に述べてもらおうと思います。

．兵庫県立舞子高校9 来年度はメモリアルアクションの

活動とミ テインクいを計画的に行って、今年度の反省を

しっかりと活かして頑張っていきたいと思っています。よ

ろしくお願いします。



国立明石工業高等専門学校
D-PROl 35°（明石高専防災団）2年生チーム

ブロシエクト概要

－明石高専 D-PR0135° 

－ボランティアクラブ東二見

．明石高専建築OB会

住民主体の減災まちづくり及び災害時要援護者の

避難対策等の検討を行うための取り組みを行ラ。

平成28年11月13日（日）

西乃町自治会，高年クラブ，はまなすの会，漁協組合

などから総勢32人が参加

3I旺に分かれ町の危険個所点検・防災資源の調査

ハザードシ トの作成
八ザ ドマップに基づくフローチャートを作成し
避難時の危険個所回避案を提示

①ハザードマ＇);Jア i②フローチャート
φ＇句，8による情楓献積.行L悼す＂ 1。ぅEに’l--:1.!i略個人で，，鴎

。 a 1の位d医L喝ζ~n句て忌A ,I• ＂＇慢喝4漁... 滞情遺蹟の・不

• 1:J:ttど・＂＇も＇.¢:J.CfJt:.ilfヮe.λ， . .ど，，，，，たaでt; t f応 C3?i品弘 ~ ＇.l

－・』 『 遺恨栂色i.11t"4!,

③各種温絡先 ＠遣量担当医・

一－－・，一…<SOC,③そ町健掛’11JJ貢何一 … 
まち歩きを踏まえて
O小学校まで自力で徒歩での避難は厳しい
O災害時倒壊の危険性の高い道が多い
0班ごとに特色が大きく違い一概に言えない• 避難経路の提示は極めて困難

司各班・災害のレベルごとに対応を変ずる

西乃町について

古い町並みの残る風情ある漁師町「~ ··

高齢化，住宅の老朽化が進む

特に西乃町は全QQ企の民家が密集

→1/3が海に近し川氏i也に所在

災害時の要援護者対策が不届きである

・高低差が大きく，低いところは海抜2mにちなる

1班；築70年を超える家が多く，老朽化が進む

漁協関係の地区で70～80歳世代が集まる
東西の広い道。

南北に続く道は急＝今避難時障害に

n妊．情緒豊かな街並み特災害時危険
住宅が密集し地図にない道が多い

道が狭く災害時ふさがる可能性が高い

→避難経路の提示は難しし1

3 I1l ：別荘地のため敷地が広い

軽自動車1台は通行可能

南北に抜ける道が2本

→避難経路が少ない

これか5の課題
ロ二堕遊撃毘の調査・設置

ロ l班地区の避難経路の調査（どこから北上する？）

ロどこまで車が入れるか正確な調査

ロ空き家の正確な所在数

ロ災害後、方角の目印となるもの

今後の予定

・東二見減災フォーラム・避難訓練
平成29年1月29日（日）
－西乃町での避難訓練
．炊き出しの実施
・消火栓の使用練習
－城戸史朗先生による基調講演 etc .. 
・ワールド力フエの開催
平成29年2月下旬
明石市内の他地域の皆さんと各々の減災取り組み
について話し合う



園田立明石工業高等専門学校D-PR0135。2年生1 2年

生チーム代表の松田です。

私たちが、取り組んでいる東二見地区減災プロジ、エク卜

についてお話しします。

このプ口ジ、エク卜は私たち0-PROと東二見の方々に

よるボ、ランティアクラブ、そして明石高専建築学科OBに

よる建築会の3者による共同体が中心と芯リ、住民主催

の減災まちづくり及び災害時の要援護者支援対策芯ど

の検討を行います。こ才1はボ、ランテイアクラブ、の方々 の

防災に関する若いアイテ‘ア力t

ました。

次に、東二見についてお話しさせていただきます。

東二見は古い町並みの残る風情がある漁師町で＼高齢

化が進み、また住宅の老朽化が著しく在よっています。特

に、東二見の中でも西之町では400軒の民家が密集し

ており、そのうち3分の1が海に近い低地に所在していま

す。この東二見地区は明石市の中でも、災害時の要援護

者対策が不完全であるところが多くあります。また、地

形が特徴的で高低差が大きく、低いところは海抜2メ

卜Jレlこも芯っています。
私たちはプ口ジ、エク卜の一環として西之町において、

まち歩きワークショップを行いました。平成28年11月13

日に西之町自治会、高年クラブ；はま主主すの会、漁協組

合などから総勢32名の方々に参加していただき、私たち

0-PROも建築会の方々とともにまち歩きを行いました。

地形の特徴に合わせて3班に分けて、町の危険箇所の

点検や防災資源の調査芯ど、よく知る町を改めて防災の

視点から見つめ直してみようという活動を行いました。

まず、 1班地区についてお話しいたします。1班地区は

海沿いに広が、る地区に芯ります。築70年を超える家が

多く、特に老朽化が進んでいました。また、漁協関係の

地区で70歳から80歳世代が集まリ、深いコミュ二ティ

が成り立っています。この地区は東西に広がる広い道は

あります力仁避難時に重要と芯る南北に続く道はとても

急とたよっており、高齢者にとっては避難時に障害となっ

てしまう可能性があリます。

次に、 2I1Jl地区です。2PH地区は情緒豊か芯町並みがと

ても魅力的ですが、、それは災害時に危険と怠ってしまう

可能性が、大きいところが、多かったです。住宅が密集して

おり、地図に芯い道や車が通ることができ芯い道芯どが

多くあり、道が狭いためブロック塀などの倒壊芯どによ

り塞が、ってしまう可能性が高いところが、多かったで、す。そ

のことより、避難経路の提示は難しいと思いました。

最後に3班地区です。この3班地区はもともと別荘地

であることから敷地が広く、他の班に比べて軽自動車1

台は通行可能というところが多かったで、す。この3班地区

は東西に広が、っているのに対し、南北に抜ける道が2本

と、避難経路が、少芯く怠っているという点が、大き芯問題

でした。

さて、前回私たちはハザードシートの作成を提案しま

した。このハザードシートはハザード、マップに基づ、く避難

中の危険場所回避策を提示するフローチャート、その他

に災害時に必要な最低限の情報が一目に見て分かるも

のを目標としてつくろうと思っていました。

しかし、前回のまち歩きを踏まえて、高齢者にとって

急芯坂が多いこの西之町では避難所である小学校まで

自力で徒歩での避難は厳しいことや、災害時に倒壊して

しまう危険性の高い道が多いこと、また、地域ごとに特

色が大きく違い、避難経路の提案は一概に言えないこ

とから、非常に困難であると判断しました。そこで、これ

から地域や災害の種類芯どに分けた対応をする必要が、

あります。

これからの課題として、まず、一時避難所の調査と設

置を考えました。この一時避難所は外部からの救助が来

るまでの半日から1日の閏避難できる駐車場や公民館芯

ど安全芯場所を二、三十メートルの範囲に一つずつ設置

いまちの人と外部の防災団の方々と共通の認識を持っ

て、怠るべく避難するまでの距離を短くするために設置

します。

次｜こ、 1班地区、この海沿いの東西に広がる地区の避

難経路の設定、北上する道が少芯いため、他の道を見

つける必要があります。そして、どこまで車が、入れるかの

正確芯調査、これは外部からの救助が来た際に、これが

わから怠ければ＼いき芯リ道が狭くなっているところが

多いので、救助に時間が、かかつてしまう可能性があるの

で、必要な情報と芯ります。

そして、空き家の正確芯所在数を課題にあげました。

これは、まち歩きをした際にまちの方々と確認しました

が、気づ、か芯いうちに空き家に怠っていたり、長い間空



き家のまま放置されている危険な場所が多くあったた

め、正確芯所在数を認識する必要が、あります。

そして、災害後、方角の目印と怠るものの設定です。こ

れは古い民家が密集しているため、大き芯災害の際に全

てが潰れてしまう可能性があります。その後、せめて方角

だけでも分かる必要があるので、倒壊の危険性が、少芯く

目印となるものを設定する必要が、あります。

そして最後に、地域住民、特に若い世代の防災への

意識の向上が必要です。これは現在このプ口ジ、エクトを

行っていますが、プ口ジ、工ク卜の主体と怠っているのは

高齢者が多く、若い力が欲しいという声が多くあるの

で、私たちが多くの若い世代を巷き込んでいくととが必

要だと思われます。

最後に、今後の予定をお話しさせていただきます。

［交流事業］

1月29日に東二見減災フォーラム及び避難訓練を予定

しています。この避難訓練は私たちが、計画案を提案させ

ていただき、それに基づいた避難を行います。また、避

難訓練以外にも炊き出しの実施や消火栓の使用練習、

基調講演などを行います。

また、 2月下旬には明石市内の他の地域の皆さんと、

それぞれの減災に関する取り組みについて話し合うワ

ルド、カフ工の開催も予定しています。

このプロジ、工クト期間は私たちが卒業するまで、つま

り3年後までとしていて、今はまだ始まったばかりです

が、地域の方々の意見を多く取り入れながら、また若い

世代をもっともっと巻き込み芯が、ら、 j戚災まちづくりを

進めていきたいと思っています。



国立明石工業高等専門学校
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唱争手防竺ず士－竺ができる夢で

防災ボードゲ『ム申原点目ECOND ”AZARD』

除童手/fl.現 3年生の初のプロジヱクトとして、 防災ボードゲーム ＇SECOND”AZARD｛セカ

ンドハザード｝」を腿作．阪神浪路大憲提の被災者の方々へ行ったインタビューを基にゲームを

開発し．民作品の怖感イペントを摘さました．イペント終了後にアンケートを取って改良を虫

ねていき．ついに 2016隼夏、 一つのゲ司ムとして完膚を迎えました．

より身近な防災ポ『ドゲームを昆指して

'SECOND HAZAROJの惨按イベントで隠た〈さんのご庫県ご媛想をいただきました．

そのなかで膏轟化や温方から＠貸出を求める声が多敏ありました．しかし、 SECONDHAZARD 

はハード面的に畳屋ができないことや金援情カをしていただけるか不砲かなことから、た〈さ

んの方々に遊んでいただ〈ことが箇砲でした．

そこで私たちは 寄車庫でも進ぺ蚤新たな防災ボードゲ『ム＠網”を決断いたしました．

続たな防災ボードゲーム＇ RESQJ

新たな防災ボードゲームを開発するにあたって.SECOND HAZARDの長所＂活かしつつ． ゲー

ム鐙や学習径をより向上させ、置でも簡単に作れるようにしたいと考えました．

ゲム性学習性においては、 SECONDHAZARDのゲームボードやルルを から見直し．よ

りヨ隠し〈しっかりと学ぺるよう改醤しました．また、た〈さんの方々に遊んでいただけるよう、

印刷さえすれば檀でも遵ぺ‘ょう霞併しました．そして．ゲームのデータをダウンロ【ドでき

る DPRO US・公認＊日ムページも作りました．ネームペ ジについては、このポスターの

書下に QRコ ドを鍵ぜていますので．ぜひご覧ください．

このように、さまざまな望震を取り入れて衝たに極集した防災ポードゲーム．

私たちはそのゲームを＇ RESQ｛レスキュー）Jと名付けました．

dli-7-C..O'I遊。方
...... How to "'oy…… 
ゲーム由溝れ

RESQで＂人助けを「 ミッション」として擾い．それをこなすことで「防策ポイント」

という虜敗を分けるカギを集めていきます．また、ゲーム途中で出現される＇ 13!1!クイズ」に

銚聴することでもポイントを鎮めることができます．

ミッションカードについて

ミッシヨンには入劫げや物資還準などさまざまな樋績が存在

し、それに白地視することによって防災ポイントが貰える仕組み

になっています．貰える縄酬はミッシヨンの内容や鍾Milに

よって異な~ため‘プレイヤー悶土の心理峨や鰻酬の争奪峨を

擬しめるようになっています．

孟－ －－－~一一一一

パーソンカーFについτ
このカ ド版、ミツンヨン肉で闘わる要JU賞者や

公!IAといった人々を褒しています．ミッシヨン

でこれらの人が関わる時に使用します．
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「共闘Jを主体とした
間災ゲームを製作しまし巨／

8ず一一日中概要
'RESQ』という名前田由来

RESQの名前の由来に以大き＜ 3つ.....があります．

1つ自はレスキュー ，，・sεu・』の魚助、災害から人命を救う.2つ白隠防災ゲームということ

で＇••・•t J の Q , 3つ自はきっかけの，，. .,. 災曹を考えるきっかけを与える．

これら3つの軍隊を働け合わぜて RESQという名前になりました．

『共助』を主俸とした車両たなルーJも

RESQに以前作の SECONDHAZARDにはなかった要素が、新たに多量u量り込まれました．
・大の縛徴ほゲームの主俸を r・a」から 'I宅助Jにしたことです．具体例として肱「遺障す
ることj が 醤の目的だった自動に対し、共助陪『助け合うこと」を一・の目的としています．

したがって、ゲーム中に宛生す奇人助けイペントをこなすことで鴎敗を左右していきます．

『つ〈吾、畠モぶ．まなぷ』

RESQ陪何時働時り立っています． L弱M/T,';'I";""¥士通.i
まれ＇？（る Jこと.0'-.!.11作同酌糊叫帥なのt 建計ド斗品医院
各窓鹿でゲームデータをダウンロードし、 M 周紙に閉鵬した 三事h企；....，...；）！：＇白雪て:-'I''

ーものを切り貼りして、自分たちで作ります． rl! 軍 司・・...＿司－－・
姐：.~守τ岨量昌嗣 ？”

次に『あそぶ」こと．ゲーム日んで楽しみながら畑刊 号.；. r，~沼i'"T.• c「
ドIC• 、声温ヰー 11.iH 

えるあるい俗、防災に興隊を拘っていただし それがこのゲー 士炉問問！＂.l".:苛守男箆
ームのねらいです． :ilL.il..:::.ム治、.....

．後に「傘なぷ」こと．ゲームを遜ぷなかで、防災につ ：？桃：胃 ；• J曹面• I fie' 
いてた〈さんのことが学べるようになっています. ！－刷ゐ占晶ゐ
制クイズ、ミツンヨンカード、ゲーム渇に出 沼h、「・－－－j_-

"1i"-i.,,..r-IPl."11 
て〈る情報すべてが．災書将あなたを守る知，I ＇一一 一一 一一一

となります．
RESQゲームボードイメージ

.防. ~.,, -,1:j_につuτ
『F 山ut ・…。u••

RESQのゲーム内で使っている＇ ＂＇提クイズ 」について紹介していきます．今回、

RESQ で砿餅災に関する知慢を 3~形式のクイズにする こ とで気糧に学べるようにし

ました．クイズには弘たちが筋災リテラシーで学んだ肉＂＂もちるんのこと 霞”液属高大

’E災の被災者の方々にしたインタビューや、神戸市のホームページに縄鍵されている，，・の・－
a立った弘＠知恵」などを盛り込みました．また、解説で＂＇周 1聞に群しい理由やIUI矧a
が観閉されていて．クイズの正鱒不正解に周わらず!I!・崎＠行．を学ぶことができます．

防災クイズ出題イメージ

ゲーム申に紡；足クイズに取り組む婦は、マップに記aされている QRコー
ドを様み獄ります．すると、インターネット上に作,tされたクイズが出題

されます＇QRコードはlつですが、クイズ＂毎回ランダムで出題されます ．

こうすることで、滑に衡し〈・正砲な鋼”を学おことが可髭となっています．

5包”1e!淵
現在メンバ－ 20人 （3・厚生13人‘2'手生7人｝で活動＂＇ ・それぞれの学生 ..-. 

が持つ個性や能力を存分に活かし、図々灘し〈活動に胎んでいます． ~－・四~

－喧r竺 1’T 玄関敏一位肺淘村岡H ・通－・－，官
.IL .lll:.l巧・ －・： 管智子篠原逮也 ・・・E理・回直周・・・
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災団） 3年生チーム1 明石高専機械工学科3年、渡部桂

太朗です。

震災未経験世代にとって震災を実際に起こり得るも

のとして捉えるのは難しいととです。私自身もそうです。

特に、小・中学生のころは、震災は自分の身に必ず降り

かかるものと知ってはいるものの、無意識のうちに自分

とは無線のものと捉えていました。

しかし、それは仕方がないのかもしれません。主主ぜ芯

らば＼単に震災を経験しておらず、震災は机上の話にす

ぎ芯いからです。そのため、震災未経験世代、特に小・

中学生はみずから意欲的に震災への備えや防災の勉強

を行う人は多くはありません。そこで私たちは防災に興

昧がない震災未経験世代にも意欲的に防災を学んでも

らう方法を考えました。それが防災ゲーム開発の始まり

です。

昨年度の活動で、我々は一つの防災ゲームを開発

しました。それがSECONDHAZARDです。しかし、

SECOND HAZARDには様々怠課題がありました。

そとで今年度の活動では、それらの課題を改善し、

SECOND HAZARDをベースとした新しいゲムを開

発しました。本日はその新しいゲームについて三つの内

容に分けてお話しします。

つ目は新ゲームの内容について。二つ目は、先月

小・中学生を対象に行ったゲームの体験会について。そ

して三つ目は、新ゲームの将来の目標について。新ゲー

ム、体験会、将来の目標の順でお話しします。

それでは一つ目の新ゲームについてお話しします。

昨年度開発したSECONDHAZARDには大きく分

けて三つの課題がありました。 つ目は携帯性、二つ目

はゲーム性、そして三つ目は学習性。ここにSECOND

HAZARDがあります。しかし、持ち運びにくく、かさば

ります。また、ゲムにしてはおもしろみに欠け、教材に

しては学べることが多くありません。もちろんSECOND

HAZARDが、失敗作だったわけで、はありませんが、乙の三

つの項目全てにおいて我々が目指すレベルには達してい

ませんでした。

しかし、本年度開発した新ゲームはこの三つの課題全

てを改善しました。またル ルも大幅に変更し、よりお

もしろいゲームが完成しました。その名もRESQ（レス

キュー）です。前作SECONDHAZARDと並べた画像も

見てみます。写真を見る限りでは前作とほとんど同じよう

に見えますが、それで、は一体何が、変わったのでしょうか。

それでは今から先ほどの三つの項目、携帯性、ゲーム

性、学習性についてSECONDHAZARDとRESQをそれ

ぞれ比較していきます。

まず初めに携帯性について見ていきます。との箱の中

にSECONDHAZARDで使うゲームボードと力一ドカf

全て入っています。しかし、ご覧のとおり、持ち運ぶには

重過ぎ、また大き週ぎます。しかし、我々 が、目指すゲーム

はどこへでも持ち運べ、どこでも遊べるゲームです。

これが新ゲムRESQです。このクリアファイルの中に

ゲームで使うゲームボードとカードが全て入っています。

これ芯らかぱんにも入ります。そして、どこへでも持ち運

べ、どこでも遊べます。

それでは二つ目の内容に移ります。二つ目はゲーム性

について見ていきますoSECOND HAZARDでは次々

に発生する二次災害を乗り越え、ゴールの避難所を目指

します。しかし、二次災害を乗り越えるというワンパター

ン芯要素しか芯く、時聞がたつにつれ次第にマンネリ化

していきます。それに対しRESQは何度遊んでもゲム

がワンパターンにはなりません。RESQではミッション、

次々に発生するミッションに取り組み、ミッション成功時

に獲得するポイン卜の合計で勝敗を決めます。

ミッションとはどういうものでしょうか。 例を見て

みます。これは足をけがしたおじいさんを病院へ運ぼ、う

というものです。プレーヤーは防災クVズを駆使し、ミッ

ション成功を目指します。ミッシヨンには様々芯種類が

あり、また、プレーヤーの状況によってもゲーム展開が、

変わります。つまり、ゲームがワンパターンにはならず、

RESQは何度でも楽しめるゲームです。

最後に学習性について見ていきます。SECOND

HAZARDは避難所を目指すいわば自助をテーマとして

ゲームといえます。しかし、実際の災害時に多いのは自

助よりも共助です。RESQで、はプレーヤーはミッション、

つまり共助を体験できます。また、 SECONDHAZARD 

では神戸の知恵カードという形で「神戸のことl引を

ゲム内に取り入れていました。しかし、ルルの特性

上、その力 ドの出現回数はどうしても低く怠ってしまい

ます。このままではより多くの ［神戸のことl引 をプレー

ヤーlこ伝えることができません。

そこでRESQでは防災クイズという形で ［神戸のこと

ぱjをゲーム内に取り入れました。防災クイズとはどうい

うもので、しょうか。これはRESQのゲムボ ドですわ仁

左下lこQRコードが掲載されています。少し拡大してみま

す。ゲーム中防災クイズ、に取り組むことになったプレー

ヤーは、このQRコ ドをスマートフォンで読み取りま

す。すると、三択クイズが出題されます。QRコードは一

つですが、クイズはたくさんの種類の中から毎回ランダ

ムで出題されます。防災クイズでは、阪神・淡路大震災

ー



の被災者から実際に伺った内容や、神戸市のホームペー

ジに掲載されている神戸市が被災者に対して行ったア

ンケ 卜の内容がクイズとして出題されます。また、 「神

戸のことば］以外の防災に関するクイズも含まれていま

す。つまりRESQは遊ぶだけで、防災の知識とI神戸のこ
とぱjが学べるゲームです。

ゲームについて何となくわかっていただけたかと思い

ます。この発表の後、別の部屋で、ゲームの展示を行って

いますので、興昧がある方はぜひ一度ご覧ください。

それでは二つ目の内容に移ります。二つ目はゲムの

体験会についてです。

先月12月18日、江井島小学校・中学校の皆さんに、

実際にゲームで遊んでもらいました。また、遊んで、もらっ

た後、アンケー卜を実施しました。

それでは体験会の様子を見ていきます。ここは体験会

の会場と怠った江井島小学校コミセンで、す。体験会には

小学生18名、中学生17名の計35名が参加してくれまし

た。こちらは小学生のグループです。皆さん、とても盛り

上が、っていました。こちらは中学生のグループです。和や

か芯雰囲気で楽しんでいました。

さて、楽しくゲームで、遊んで、もらった後、アンケー卜を

実施しました。それでは今からアンケ 卜の集計結果を

幾っか見ていきます。

まず、 RESQはおもしろかったですかという賓問に対

し、 5段階評価をしてもらいました。その結果がこちらで

す。アンケー卜結果で見ても多くの皆さんに楽しんでも

らえたことがわかります。

次に、また遊んでみたいと思いましたかという質問に

対し、同じように5段階評価をしてもらいました。その結

果がこちらです。先ほどの質問に比べると、「とても思

うjや「思うjの割合が減ったことが、わかります。

今回の体験会では同じ学校の友達と一緒にゲームで

Ac 

遊んだというのもあり、多くの皆さんに楽しんでもらえ

たようですが、ルール自体は若干小・中学生には難し

かったのかもしれません。

最後に自由記述を見ていきます。全部はお見せできま

せんが、多くの皆さんが、ゲームを通して防災に学べたと

書いてくれました。

また、アンケー卜にはゲームの改善点を教えてくださ

いという項目もありました。その項目ではゲームのルー

ル上の問題点を指摘してもらい、それはゲームの改善に

役立てました。

最後に三つ自の内容に移ります。

三つ目はゲームの将来の目標についてです。先月江井

島小学校で、体験会を行ったように、我々DPROが体験

会を実施することによって近隣地域の皆さんにはゲーム

で遊んでもらえます。しかし、遠方地域では体験会を実

施できず、そこにお住まいの皆さんにはゲムで遊んで

もらえません。RESQは遊ぶだけで、防災の知識と「神戸

のことぱjが、学べるゲームなので、可能なら遠方地域の

皆さん、日本中の皆さんにも手軽にゲームで遊んでもら

いたいものです。それが、将来の目標です。

それでは、どのようにすればこの目標を達成すること

が、できるでしょうか。この目標を達成するために解決す

べき課題は三つあります。

まず、日本中どこに住んでいてもゲームが遊べるこ

と。そして、お金がかから芯い方が多くの皆さんに遊ん

でもらえるので、無料で遊べること。また、その方法が必

ず実現が可能芯こと。

最初に考えたのは商品化です。しかし、お金が、かかつて

しまい、実現可能性も低いです。また、自主生産も考えま

したが、これもやはり難しいです。それでは、どのように

すればこの三つの課題全てを解決で、きるで、しょうか。

結論を申しますと、ゲームで、遊1｝＼＇皆さん自身がゲーム



を製作すれば、三つの課題全てを解決できます。これは

どのよう芯方法でしょうか。皆さんがRESQで、遊ぶまで、

の流れを見ていきます。

まず、ウ工ブ上に公開されたゲームボード、力一ドの

データをダウンロードします。次に、ダウンロードした

データを印刷します。印刷は家庭用の印刷機でも可能で

す。そして、その印刷したゲームボードやカードを切り貼

りし、ゲムを製作します。その後、ゲムで遊べます。

もう少し詳しく見ていきます。まず；ゲームの材料は印

刷紙のみです。また、その印刷紙にゲームボ、ードとカード

を印刷し、ゲームを製作するため、制作費はほぼゼロ円

です。また、 SECONDHAZARDは1台製作するのに丸

一日かかっていたのに対し、 RESQは1台製作するのに2

人で製作した場合、 30分しかかかりません。これ芯ら誰

でも簡単に製作できそうです。もちろんウ工ブ上に公開

されたデータは日本中どとからでもダウンロードできま

す。その方法を使えば、先ほどの三つの課題、場所問わ

ず、無料、実現可能力f、全て解決できます。そして、この

［交流事業］

方法を実現するのが将来の目標です。

それでは、いつ、この方法は実現するでしょうか。いつ

から皆さんはRESQで遊べるでしょうか。実を言えば＼こ

れは将来の目標ではありません。もう既に実現していま

す。実はゲーム製作の裏でD-PROのホームページを制作

していました。ゲームのデータはここからダウンロード

できます。ホムペジのURLは後で御紹介しますので、

今日からRESQで遊べます。RESQIこ少しでも興昧があ

る方はぜひ一度ホームページをごらんください。

最後に発表を振り返ります。本日は新ゲームRESQに

ついてお話ししました。結局のところ、 RESQはどのよう

芯ゲームでしょうか。まず、ホムページからデータをダ

ウンロードし、ゲームで、遊，:5，皆さん自身がゲームをつくり

ます。次に、ゲームで遊びます。ただ遊/j¥だ、けで、す。それ

により防災について学べます。つくる、遊，:5，、学13＼＇、これ

が防災ゲームRESQです。つくる、遊13＼＇、学／j＼、皆さんも

RESQを体験してみてはいかが、でしょうか。

https://D-PR0135.github.io/home/ 
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ぼうさいマイC,REDOI 関西大学社会安全学部 ｜ 近藤誠司研究室 ｜ 

lまうさいマイCREDO

CREDO（クレド）は、ラテン栢で
「約束・信条』という意味。
「lまうさいマイCREDOJlま、
防災に関して、「自分lま～します」
という宣言文のかたちで、
前向きな思いを表明するもの。

ネガティブ・スパイラル

『震前過疎』（高知県黒潮町）
Ella 

f締めのムード』（高知県四万十町）

r避繋放棄者』（兵庫県尼崎市）
E高田・

神戸でも「後ろ向き」なことばの
オンパレード時閉塞を打開したい

ことばのチカラを 1、.＇主山ー
テコにして I: t・＇明日 E

みんなでポジティブに
防災に挑もう！

。 h , 

・•fff，~"'!i酎討司・I・·I•>lE司・

！神戸長田真陽 CREDOカレンダー作戦 l ラジオ大阪『ちょこつと防災』プロジェクト

300名近い住民田みなさまの協力を得て．
月め〈りのCREDOカレンダーを制作、

地E限定で、500部を制作・配布しました’

ラジオ;1:11,(0BC）『サタオピ」では、毎週土帽の靭に駒10分程度の防虫コーナーをお届けしています．
その名も.rちょこつと防虫J’前向きな思い．‘身大田CREDOも紹介していきたいと考えています．

多〈白人から「いいねリ由声/J＜.その助県とは。
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京丹波町 CREDO放送プロジェクト ） 草津山田学区地区防災計画プロジェクト

車＂~寺東丹謹町ケーブルテレビと憧幽して、防火軍陣向上を企図したCMづくりと、
防提に対して前向きな思いを薗成する特集番組づくりをおこなっています． ..時 間山田町門会

－号ゆ輔種融油揚骸帽掛録制融問・

和歌山県広川町では「稲むらの火の館Jと
広小学校と協働した「こども梧陵ガイドJが、
始動します。フレッシュな「こどもCREDOJを
発信していく予定です。乞うご期待！

高槻市や堺市でも、CREDOプロジェクトを
展開していく予定です。酉年（とりどし）に、
どんなアイデアが飛び出すか・．．

『衡問例 1
皿皿山i

一一一四一三一‘一一一”“一一一一－............ ~叩・＜•~ ·－軸岨一一
一

本邦初回綜み、町内会長全員四CREDOを掴置した

地区防虫計画が間もなく完躍します’
POCAザイクルの中で「＋SJ＝『プラス・SHAREJ
を明確に並置づけたアクションとなりました．
山園学匡方式は草海市金属（14の小学技匡）で
E関してLきたいと思います．

スケッチブックとマジックペンがあれば
だれでも参加できる「lまうさいマイCREDO」。
あなたも参加してみませんか？

グループでムービーを作成して、展示施肢で
上映する計画です！

福島県双葉町を支媛する企画写真展を
京都府京丹波町の廃校をお借りしてスヲート！
だるまCREDOも登場！？ぜひお起しください。

聞離職鞠圃



国関西大学社会安全学部近藤研究室日まうさいマイ

CREDOJ 1 関西大学社会安全学部4回生の尾崎否奈

です。riまうさいマイCREDOJ小さ芯約束プ口ジ、エク卜

の2年目の成果を3回生の芥田慶祐君と一緒に報告した

いと思います。

このIぼ‘うさいマイCREDOJとは伺芯のかについてま
ず説明をします。このCREDOと聞き芯れ芯い言葉です

けが、これはラテン語で、約束や信条という意味を指し

ます。このIぼうさいマイCREDOJは防災に関して自分
は何々しますというよう芯ポジ、ティブ芯宣言文をあえて

言葉で表したものです。

幾つか例を挙げると、私は率先して津波避難を行いま

すや、忘れずに防災グッズをそろえておきます、などです。

この 「ぼうさいマイCREDOJの取り組みは、現在関西

の告地で行っています。本日はこの中で3力所の紹介を

します。

・関西大学社会安全学部近藤研究室 ｛ぼうさいマイ

CREDOJ 2 3回生の芥田です。

私たちが、活動している京都府京丹波町では、住民の

皆さんの 「ぼうさいマイCREDOJを、ケーブルテレビを

通して放送するプロジ、ヱク卜というものをまちの情報セ

ンターの方と共同して行っています。今日もこの会場に

は情報センターの方が来てくださっています。ありがと

うございます。

取り組みは二つありまして、 一つは防災意識を向上さ

せるための特集番組づくり、もう一つは火の用心、つまり

防火意識を高めるためのキャンペーンCMづ、くりです。

防火キャンペーンCMは昨年2月にスタ 卜し、既に

2.000固ほど放送しました。CMIこは既lこ300人を超え

る方が出演しています。住民の皆さんの前向き芯思いを

共有することによって、それをお互いの励みとし、防災、

防火に取り組んで、いただこうという狙いです。

実際にアンケ 卜調査を行ったところ、番組やCMを

多く見た人ほどそれを励みに感じてくださっているこ

とが分かりました。そして、単に意識が変容するだけで

芯く、 CREDOで宣言した防火対策を実行に移してくだ

さった方も数多くいて、人口1JJ5,000人のこの町で、 2

月、 4月、 10月は火災が1件も発生し芯かったというすば

らしい実績を残すことができました。

掴関西大学社会安全学部近藤研究室「ほうさいマイ

CREDOJ 1 このIぼうさいマイCREDOJです力え原点
はここ神戸にあります。昨年度の報告のリフレインに芯

りますが、怠ぜ‘こん芯アプローチをとっているのか、おさ

らいしたいと思います。

メモリアルアクションKOBEのテーマは「神戸のこと

ぱjです。私たちもこの 「神戸のことぱJにこだわったア
クションを行っていこうと考えました。しかし、震災後に

生まれた私たちにとって、正直、阪神・淡路大震災は身

近芯出来事ではありませんでした。私自身、震災から1カ

月後に大阪の高槻市で生まれ育ちました。そのため、こ

の阪神・淡路大震災はやはり少し遠い出来事芯のが正

直芯ところです。

そこで伺度も神戸に足を運んで、この 「神戸のことぱJ
に耳を傾けてみることにしました。私たちが、通ったのは

神戸市長田区真陽小学校区です。阪神・淡路大震災の際

は住宅被害が激しかったとのことで、す。今はこの写真の

とおり、長屋が軒を連ねていて、私たちから見ると下町

情緒あふれる親しみやすそう芯まちです。

内閣府の想定によれば、南海トラフ巨大地震によって

最悪の場合、このまちの8割が浸水すると言われていま

す。阪神・淡路大震災の経験を踏まえて巨大災害に立ち

向かうよう怠アグレッシブ芯言葉が、あふれているのかと

思い、 「神戸のことl引を真陽地区で、聞き取ってみること

にしました。すると、意外芯ことが分かりました。

これは真陽小学校の児童が描いた防災、災害のイメー

ジです。家が、燃えて人々 が、逃げ惑っているイラストが描か

れています。添えられていた言葉を見ると、人がヲEぬ、大

変芯ことが起こる芯どというネガティブ芯言葉ぱかりで、

中には全滅するといった言葉もありました。ポジ、ティブ、芯

言葉、例えば助け合いだとか共助とかボランティアといっ

たよう芯言葉を書いた児童は人もいませんでした。

では、一方大人たちの言葉はどのようなものだったで、

しょうか。昨年度の夏に戸別訪問調査を実施しました。

すると、前の家には寝たきりの高齢者がいて、隣｜こは80

代のひとり暮らしの高齢者がいる。そして、我が家には

車椅子に乗っている母が、いる。もうどうしようも芯い。

さらには、 20年前は確かに助け合ったけれども、そこか

らみん怠20歳年をとってしまった。だから、次、もし大き

芯地震、南海卜ラフ巨大地震が来たらもう無理だという

よう芯言葉が見受けられました。1軒、 1軒、ピンポンと

チャイムを鳴らしてアポなしで調査をしたのですが、正

直、ことまで後ろ向き芯言葉が多いのかと、私は驚きま

した。

そとで、次のよう芯問題意識が芽生えました。阪神・

淡路大震災の経験から、次の災害に立ち向かうための

力と怠るよう芯そん芯前向き芯語りが、あまりにも少芯

し1。ネガティブ芯言葉が、後ろ向きの機運ばかりを醸成し

てしまうネガティブ－スパイラルが起きているのではない

だろうか。

ところで、ごうした状況はここ神戸だけで起きている



わけではないようです。先行研究によれば、南海トラフ

巨大地震で最大の津波が襲うとされている高知県黒

潮町で、は、震前週疎といって、災害が起きる前に町を捨

て、ヨ｜っ越してしまう人が出ているそうで、す。また、兵庫

県尼崎市では、高齢者たちが避難することを諦めてしま

う、避難放棄という事態が報告されています。

まだ、災害が起きていないのにネガティブ怠言葉ぱ

かリが、あふれて、既に災害に負けてしまったかのように

怠ってしまうこの状況を何とか反転させたい。私たちは

言葉の力を信じて新た芯アクションを構想することにし

ました。

そこで生まれたのがこのIほうさいマイCREOOJで
す。もう一度定義を繰り返しますと、このIほ‘うさいマイ
CREDOJは防災に対して自分は何々しますという宣言

文の形で前向き芯思いをあえて言葉にして表したもので

す。ネガティブ芯言葉、後ろを振り返る言葉がだめだとい

うわけでは芯くて、ネガティブ芯思いも引き受け芯がら

一緒に前を向いてみようというアクションです。

幾つか採取したCREDOを見ていただきます。例えば

こんな感じです。

こちらは、丸五市場の鶏肉屋の御主人のCREDOで

す。津波が来たら2号線より北に逃げますと書いてくれま

した。スケッチブ、ツクとマジ、ツフペンを渡して、最初はけ

げん芯顔で、いらっしゃったのですが、 最後はとん芯すて

きな笑顔で自分のCREDOを掲げてくださいました。

もう一枚、中華料理屋のおかみさんのCREDOです。

逃げるが勝ちと、やはリ笑顔でついてくれました。後ろに

小さく写っているのはお客さんで、すが、この話を聞いて、

最後には一緒に笑顔でヒヒスをして写真を撮ることがで

きました。

言葉はみん芯と共有すると大き主主力を持ちます。そ

こで、この「ぼうさいマイCREDOJ；をまちで共有する取

り組みを同時に進めることにしました。それはこちら、

CREDOカレンダーの製作です。月めくりのカレンダLに

仕立て上げて、本目、こちらに実物をお持ちいたしまし

た。こちらのサイズ、の月めくりのカレンダLーにしておりま

して、このように上半分｜こCREDOの写真を載せて、下に

実際に予定が書き込めるよう芯実用的主主力レンダーにし

ました。このよう芯カレンダーの形にすることで、最低で、

も1カ月間は乙のCREDOの写真を眺めてくれることが

できると思いました。

3月はひ芯祭りがあるので、この地元の真陽小学校の

5年生の女の子たちのCREDOを載せました。幾っか抜

粋しますと、泣いている子やパニックに怠った子を落ち

つかせてあげる、ペットの世話をする芯どという力強い

言葉があります。

こちらは7月、商店街の女子会の皆さんのCREDOで

す。日ごろからのきず芯が大事と書いてくださいました。

スケッチブックではたよくって、商店街のトレードマ クで

あるハートの形をかたどった厚紙に一文字ずつ書いて掲

げてくださいました。

乙ちらは11月、絵手紙サークルの皆さんのCREDOで

す。サークルの会合にお邪魔してCREDOを書いてくだ

さるようにお願いしたのですが、最初は断られました。し

かし、書き始めてみると、皆さん2枚、 3枚とイラスト入り

で描いてくださいました。このイラストも相まってとても

すてきなCREDOだと思います。

このカレンタ：ーを地区限定で500部製作して配付いた

しました。

ここまでは昨年度のリフレインです。それで、結局どう

怠ったのか、作っておしまい、よかったよかったという自

己満足で終わらせるわけにはいきません。

そこで、様々芯手法によって反響を調査しました。乙

の調査では、手j去を変えて5種類行いました。どの調査



からもこのCREDOが励みに怠ったや、やってよかったと

いう声が数多くあったので、すが、今日は工ッセンスとして

真陽地区の婦人会の皆さんを対象としたグループインタ

ビ、ユの結果を御紹介します。

婦人会の皆さんにとって、この Iぼうさいマイ
CREDOJは今までの経験を再確認するいい機会になっ

たようでした。そして、との方々から、これまで周りの多

くの人から励まされてきたからこそ頑張ってくることが

できました。その結果として、今の神戸、新長田自身の生

活があると思うんですよと教えてくれました。

ここが重要だと思います。励みに怠った言葉が、あっ

て、励ましたい言葉が、生まれる。この励まし合う関係性

を婦人会の皆さんは、次の世代にもったよいでいきたいと

お考えのようでした。「ぼうさいマイCREDOJは励まし

合う仕掛けとして機能する、そん芯ポテンシャルがあり

そうです。

・関西大学社会安全学部近藤研究室「ぼうさいマイ

CREDOJ 2 最後に 「lまうさいマイCREDOJのポテン

シャjレを生かした取り組みをもう一つだけ御紹介します。

滋賀県草津市で、はCREDOを活用した地区防災計画

づ、くりを行っています。それを僕たちが支援しています。

地区防災計画は住民全体で災害対応を計画しておく

もので＼オ ソドックス芯構成はスライドで示したようたよ

感じlこ怠っています。

しかし、草津市の山田学区ではこの計画文書に町内

会長19人全員のCREDOを入れました。それがとちらに

怠っています。

ここではスローガンと怠っていますが、北山田町内

会、身につけよう地域ぐるみの防災力、五条町内会、避

難集合場所にそろう顔と顔、南山田町内会、町内を守ろ

う、訓練、訓練、また訓練、出屋敷町内会、住むまちをみ

んなで守る地域の輪、中には町内会でおそろいのジ、ャン

｝＼一、ブルソン、帽子をつくったりして町内会の防火意

識、防災意識を高めていこうという方も見られました。

さらに、 CREDOを音声でも録音しました。その録音

したものがあるので、聞いていただきたいと思います。

（録音音声始まり）

I住むまちをみん主主で守る地域の輪jとれをスローガ
ンにしております。当町は高齢者のひとり暮らしの世帯

が12世帯ございます。また、高齢者のみの世帯が11世帯

おられます。そういう中で日々の安全を確認するのが重

要だと考えて、このスローガンにしました。

（録音音声終わり）

~ 
・関西大学社会安全学部近藤研究室 fIまうさいマイ

CREDOJ 2 さらにこれをコミュ二ティ工フ工ムのラジ、

オ放送で番組収録を行いました。明日、再放送があり、

11日以降はインターネットを通じてオンデマンドでも配

信される予定に怠っています。

rrまうさいマイCREDOJは写真、動画、音声、 テキス
卜、様々芯形式で伝達することができます。この特性を生

かして来年度は和歌山県広川町にある稲むらの火の館で

CREDOを紹介する展示を手がけたいと思っています。

僕たちはこのようにして、励まし合う関係性を構築で

きるCREDOの力を信じて、来年度以降も取り組みの輸

を広げ‘ていきたいと思っています。

もし御関心がありましたら、ぜひお声かけください。

緒に力を尽くしましよう。

こどもたちの「ことばJ

つ午み f い く .r~ . x_争匂じ〈ンノt

N 々（与 JL~ミ！ムみ
v~－i々か佐，~0~（~h-;r
之、五五三守 主東－~J _・J （ 三~＿，ノ
「ひとが死ぬJ.『たいへんなことがおきる』、「憲がもえるJJぜんめつするJetc 
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神戸学院大学現代社会学部
社会防災学科安富ゼミ

災害メモリアルアクションKOBE 2016、~，，

「B反神淡路大震災の教訓って？」 Ill 

神戸学院大学現代社会学部社会防災学科安富ゼミ

3年 喜田！忠太郎、 j中代大知、 白中瞳、木ノ下敦也
2年 和田貴士、雷原白衣、綾部勇太、富岡美祈、塚本真央子、大家元希、井上太賀、南木編入、向田健司、
（中上芽沼、山村勇貴

港島学園
11月17日午後1時から45分間、神戸市中央区
ホートアイランド内にある、市立港島学園で8年
生（中学2年） 10人に、学生14人でインタ
ビュー調査しました。質問内容は、家具の固定を
しているか、家族の人から阪神淡路大震災当時の
話を聞いたことがあるか、など短い時間ながら、
非常に興味深い話を聞くことができたと思います。
また、中学生と大学生が話す機会はなかなかない
ので、貴重な経験になりました。

JR新長田駅周辺

水道筋商店街
私たち；il!班（喜田、和田、富岡、塚本、大家、井上、
仲上、山村）は、 12月2日午前11時から神戸市灘区の
水道筋商店街で、インタビューを行いました。商店街
に買い物に来ていた人たちに、阪神淡路大震災当時の
話や今に伝えたい教訓のお話を聞きました。避難所で
苦労した話など11人の方に聞くことが出来ました。

私たち長田班（沖代、木ノ下、綾部、菅原、向田、南木〉は、12月
2日午前中に神戸市長田区のJR新長田駅周辺で、阪神淡路大震災当時
の様子についてインタビューしました 約10人の方にインタビューを
行い、震災時の様子、次世代に伝えたいことを聞きました。中には震
災時のことを思い出しだくない人や、語りたくない人ちだくさん、お
られました。今でもそのような思いが残るような悲惨な状況だったこ
とがわかりました。

ラジオ関西「時間です！称編集長」に出演
11月17日と12月88の2回、ラジオ関西の「時間です ！林編集長」の午後3時15分から「これ
どうですか！編集長」のコーナーに、 喜田、田中、沖代の3年生3人が出演。 「災害メモリアルア
クションKOBE 2016」への取り組みについて話しました。 「震災を経験していない私たちが、
次の世代の中学生たちに、 どう教訓｜を伝えるのか？ 敦8!11って何？ と，習いながら、中学生へのイ
ンタビ、ユーや震災体験者にお話を聞きました。教訓を伝えていくのってとても難しい」などと話し、
ラジオのリスナーにも、伝え残したいことなどを聞き、多くの返信をいただきましだ。



・神戸学院大学現代社会学部社会防災学科安富ゼミ1

I本当に伝わる教訓って？」というタイトルでこれから
発表します。神戸学院大学の安富ゼミです。

とのテーマになった理由をまず説明します。これは、

私が最初に言い出したことがきっかけで、始まりました。

震災を経験した人が私たちにたくさんの教訓やお話を

聞かせてくれるその教訓と、私たちが関わっているワ－

7ショップに参加している小さい子たちが思う教訓との

聞に、どとかずれがあるんじゃ芯いか怠って思ったこと

が、最初のきっかけで、す。その教訓のずれは本当にあるの

か、そして、ずれていると感じ芯いようにするには何を伝

えればいいのかについて考えてみることにしました。

まず、私たちはアンケー卜調査を行いました。その調

査には神戸市立義務教育学校港島学園の8年生、いわゆ

る中学2年生の皆さんに協力していただきました。

アンケートの内容としては家異の固定をしています

か、あ芯たは災害用伝言ダイヤル171について知っていま

すか。知っていると答えた方には、いざという時に使いま

すか、また、家族の人から震災の話を聞いた乙とはあり

ますか、どんな話を聞きましたか、最後に、あ芯たが思

う阪神・淡路大震災の教訓とはどういったイメージ、で、す

かという内容について聞きました。

このように、カメラも来ていただいて、中学生も私た

ち大学生も背筋力f伸びていい感じに緊張感を保てた楽

しい対談、インタビ、ユーに在よりました。当日は神戸新聞

社や、読売新聞、産経新聞の記者さんが、来てくだ、さって、

中学生も記者に触れるという体験ができたことは私に

とってよかったんじゃ芯いか芯と思っています。

アンケー卜結果です。

家具の固定をしていますかと聞いたところ、 61人中

60%に当たる37人が、［はいJと答えてくれました。また、

災害用伝言ダイヤルを知っていますかという質問に対し

て61人中11%が 「知っているjと回答してくれました。

この中学生アンケー卜での結果と分析です。

まず；家族から震災の話を聞いているといった人の家庭

ほど家具の固定が進んでいるということが、分かりました。

また、災害用伝言ダイヤル171については 「知ってい

るjと答えた生徒が9人、そのうちIいざという時にも使
えるJと答えてくれた人はア人でした。このことは、知って
さえいれば使えるということだと思います。

家族からどん芯エピソードを聞きましたかというので

は、つらかった、大変だった芯どの思い出話が圧倒的に

多かったで、す。親が、話す時lこ思い出話とか大変だ、った、

つらかったとかいう感情的芯部分だ、けで、は芯く、どう対

策していけばよかったんだろう力、とか、何が反省すべき

点だったのだ、ろうかとか、今後につ芯がる話を家庭内で

していけば、教訓の伝わり方も変わってくるんじゃ芯い

か芯と思います。

阪神・淡路大震災の教訓のイメージ、といえばという

質問には、地震は怖いもの、持ち出し袋の準備をする芯

ど、阪神・淡路では芯くても熊本地震芯どでも共通して

いるととが多く挙げられました。乙ζでアンケ 卜で上

がった回答を向田君と美祈ちゃんから詳しく発表しても

らいたいと思います。

・神戸学院大学現代社会学部社会防災学科安富ゼミ2

それではアンケ ト回答をたくさんいただいた中から

幾っか紹介させていただきます。

家族からどういったことを聞いたことが、あるか。熊本

地震もあったし、そろそろ準備し芯いといけ左ょいと言わ

れました。

パスが半分落ちた、避難場所、地面が割れる、とてつ

も芯く揺れたことと、今生きていてよかったと思うこと、

お母さんが、神戸のいとこの家で、泊まっている時に、朝起

きるといとこがたんすの下にいたこと、いとこにけが、はあ



りませんでした。火災で、人が、亡くなった乙と、揺れで上に

突き飛ばされたこと、おばあちゃんが、スープを頭からか

ぶったこと、などという回答をいただきました。

その他にもどういうものが、必要で、あったかというもの

まで広く回答をいただきました。

掴神戸学院大学現代社会学部社会防災学科安富ゼミ3

こん芯答えもありました。教訓のイメ←ジでは水や食

料も少芯かったと思うので、周りと協力して助け合うこ

とが必要だと思いました。地震はいつ起こるのかわから

芯いから、いつ起きても大丈夫芯ように準備しておく。

避難訓練を大切に真面目に行う。水がとまってトイレに

行くのも大変だったと思う。余震が何度も来て安心で、き

芯いと思う。体育館も人が多くて入れ芯いと思う。いや、

まずこの震災に遭った人たち、教言Jllって言ってますけど、

僕から見たら悲劇のヒロインぶってるようにしか見えま

せん。今でもテレビで阪神・淡路大震災のことを取り上

げていて、 20年も前芯のに今も大きく取り上げ‘られてい

るから、それほど大きな地震だ、ったと体験してい芯いけ

ど分かった。たくさんの命が奪われたといった意見が、あ

りました。

・神戸学院大学現代社会学部社会防災学科安富ゼミ4

新長田地区のインタビ、ユーで、インタビ、ユーの対象が、

70代から90代の男女のア人、その人たちが次世代に伝

えたいことは、自分の意思ではどうにも芯ら芯い命の重

さ、すぐ避難できるようにスリッパの準備を、家具の固

定、台所用晶芯ど、近所のコミュニティを大切に、横のつ

芯がりが大事ということです。みん芯優しくて詳しく教

えてくれました。

コミュニティ怠どのお話は経験された方だからこそリ

アルに感じる教訓であるが、中学生の話の中では全く出

てきてい芯いです。

・神戸学院大学現代社会学部社会防災学科安富ゼミ5

水道筋商店街でのインタビューで、は70から80代の女

性、男女11人に協力してもらいました。そこで、次世代に

伝えたいことは命の重さ、身内が、亡く怠った人など本当

につらい思いをした人はすぐに話せ広いのが、事実だった

り、避難時にはスリッパ芯どの用意が必要であるという

ことが述べられました。

また、インタビ、ユーの中で、メテ‘ィアでは伝えられていま

せんが、避難所で、の話だったり、実際に経験しての本当

の怖かった体験談怠どを話されたので、とても充実した

インタビ、ユ になりました。場所は違えど、伝えたい命の

重さは同じで、偶然かもしれないですけど、新長田の方

とスリッ｝＼が同じ教訓だったというのも特徴として上げ

られてました。

・神戸学院大学現代社会学部社会防災学科安富ゼミ6

ラジオにも出演しました。11月17日、ラジオ関西、「時

間です｜林編集長リで、リスナーの方に思いを話しまし

た。また、 12月8目、岡じコーナーで伝えたい思いとの荒

離について話しました。災害を経験された人が伝えたい

教訓と、中学生や私たちのよう芯未災者が思う教訓と、

どこかずれていたよいか、被災地によって教訓も遣うので、

は、そん芯疑問からこの取り組みを始めました。1月12日

にも最後の出演予定です0

．神戸学院大学現代社会学部社会防災学科安富ゼミ1

そごで林編集長が私たちにこん芯ことを教えてくれま

した。子供たちが、学校で、習ったととを一度家に持ち帰っ

ておうちの人と話す、この時に、何でうちは家具の固定

をして在よいの芯ど、子供たちからの質問に親が気づかさ

れることもあるというととです。これこそ防災教育の始

まリ芯のでは芯いかとも言っていました。

私もこのように今回自分たちでつくったアンケ トを

みん芯に家に持ち帰ってもらって、家庭内で話して、いず



れは家庭内で話したことによってそのアンケー卜内容が

変化してくることがあればいいなというのをこの時に感

じました。

安富ゼミの今年度のまとめに入ります。

私たちの取組みは、正直まだまだ十分では芯いと感

じています。継続的芯調査もインタビ、ユーももっと必要

です。私たち3回生が31歳に怠るころのずっと先の話だ

と、感じてしまいそうですが、 10年仕事に怠ってもおか

しく芯いんじゃ芯いか芯と思います。

教訓は伝えたいように正しく伝わってきたのかという

テーマに対してノーと言わさ、るを得たよいと思います。こ

れまでの伝え方で、は震災は大変だったんだよというイ

メ ジが大半を占めてしまって、きちんと教訓が伝わら

アンケート

ないまま終わってしまいます。だけど、伝えたい側の思

し1は町中にあふれていることが、今回分かったし、どん芯

に時間がかかっても皆さん話を聞かせてくださいます。

私たちのよう芯防災を学，:Si学生が、大震災を経験され

た方が、伝えたい教訓を、私たちの言葉に変え、さらに次

の世代の小さい子たちに伝えていきたい芯と思います。

今年度の安富ゼミ 「神戸のことぱjです。伝えようとし

てくれる経験者と受け取る未災者では、これまで感じて

いた教訓が、違っていたけれど、これから何年かかけて次

の世代に伝える、そして伝わる教訓を生み出し、つむいで

いきたいと思います。

2016年11月17日（木）
アンケート結果

神戸市立義務教育学校

港島学園8年生（中学2年）を

対象にアンケートと

インタピ、ユーを行いました。

［交流事業］

家具の固定

家異の司定をしていますか

れ人中主エムがはいと答えた

災害用伝言ダイヤルを知っていますか

を日っていますか

れ人中ニムがはし、と答えた

・組、てコ 姐，，・，ぃ

知っていると答えた
中学生7人のうち、

心主主
いう」三者にイ事えるか？
という質問には5人が

箆主主主国査」主
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活動目標： HATI，こ「笑顔」が広がるぶろに

HAT神戸ぬ現状と問題点 '¥(J舌動目的
阪神・淡路大震災から22年が経つ今、復興公営住宅では入
居者の高齢化、住民同士の繋がりの希薄が深刻となっています。
震災発生当時、復興住宅への入居は高齢者世帯を優先し、？由選
で決められました。その影響により、震災前に序在したコミュ
二ティは崩壊し、孤独を感じる高齢者の、孤独死や自殺が相次
ぎました。HAT神戸は震災後に出来た、元lマ
コミュ二ティのない新しい街です。復興住宅
が数多く建ち並んでいます。近年入居した母
親也代や子ども達と、高齢者との繋がりは、
ほとんどありません。復興住宅で、幅広い世
代のコミュニティ形成が困難な状況となっています。

①復興公営住宅に住む高齢者の孤独、寂しさを癒す

②幅広い世代の地域コミュ二ティ形成の支援

③子どもの居場所の提供

HA T神戸灘の浜の復興公曽住宅H皆テナントを拠点としていま
す。t也減の高齢者から子ども達まで、誰ち
が集える場所です。学生が運営し、主主立
幅広い↑廿代闘の橋濯しをそ1日うことで、住民
同士の繋がりをつくる活動をしています。

1毎週月曜日、高齢者の方にお茶やお菓子を出してゆったり世間話をしています。1時間比
上お話する方や、買い物がてら撲協だけしに来てくださる方ちいらっしゃいます。訪れる
方は日に日に増え、 「ここに来るとほっとするね」と言って頂いています。
2月1回の頻度で、イベン卜を開催しています。おでんの販売や、地域のお芯の植え込み、
ハロウィン「トリックオアトリート」、クリスマスパーティなど多岐にわたります。t也I或
に賑わいをもたらし、イベントをきっかけに多くの住民さんが交流できる揚となっていま
す。地域の様々な催し物にも積極的に参加し、運営のお手伝いをしています。
3 子ども達とトランプやかくれんぼをして、 一緒に遊んでいます。日頃感じていることなど
を、学生に沢山お話しlこ来てくれます。
高齢者から子どもまで幅広い世代が、ひとつの空間に集い交流でさることが、ほっとKOBE
の良い点です。

活動v)効果
司・・F 『 圃－ 一円－

活動開始から1年、ほっとKOB Eは地域に密着し、地道に活
動してきました。1年前に知り合ったおばあさんは、 当時ほとん
ど笑わない方でした。毎週学生が声をかけ続けることで、今では
本当に素敵な笑顔で遊びに来てくださります。
ほっとKOBEで知り合ったおじいさん、おばあさんと、子どち
達が、ほっとKOBE以外でf実態を交わすようになりました。住民
間土で、高齢者を見守る目が出来つつあります。ほっとKOBEが
なければ知り合えなかった、人と人との繋がりの輸が広がってい
るように忠います。

今後ω展望と課題
ほっとKOBEを利用しにくいと感じている方は、まだ大勢い
らっしゃいます。お家に引きこもり気味の高齢者、また、子育て
に悩み周りに相談する人がいないお母さん、問題を抱えている子
ども ・・・ そういった方がほっとKOBEで、地域の方々と繋がる
ことが出来るように、イベントや普段の活動を工夫していきます。
また、災害が起こった際に地域で肪け合える、強いまちになる
ための地I或コミュニティ形成をしたいと考えています。学生がで
きる地獄筒災について今後より深く学び、実践していきます。

lまっとKOBE
神戸市灘区摩耶海岸通2T目3番10-11

Face book ほっとKOBEで績索→

iっとκOBEv>マネジメント
ほっとKOBEをマネジメン卜していく中で、私たちは1人、
2お金、 3情報という三本の往を立てました。
1活動メンバーを集めるために大学で講演させて頂いたり、チラ
シを配りました。メンバーとは毎月1固のミーテイングを欠か
さず行い、活動の方向性や問題点、を共有しています。
2 2016年度、この活動の意義や刻粟が認められ「神戸市パート
ナーシッブ活動助成」という、補助金を神戸市から頂いていま
す。また、有料イベン卜を開催した際、住民さんから日頃の感
謝の意を込めて、沢山の寄付ちI貢きました。
3ほっとKOBEを起点とし、行政や自治会、 NPO、その他のボ
ランティ7フ団体、住民さん達という大きなネットワークを作り
ました。しかしこれは容易なことではありまぜんでした。地域
に密着し、日寺に我慢強く4華々な人に働きかけ、活動を継続した
成果だと思います。ほっとKOBEの中だけに留まらす、大勢の
人達と繋がりを得たことが、とても嬉しいですo

r一一ー一一一
兵庫県



・兵庫県立大学［ほっとKOBEJ1 兵庫県立大学「ほっ

とKOBEJの最終報告をさせていただきます。

このたび発表を務めます3回生の一ノ瀬美希です。同

じく2年生の小首美尋さんと叶諒太君です。よろしくお

願いします。

まずは［ほっと｜くOBEJの設立の経緯について説明さ

せていただきます。

1995年、阪神・淡路大震災が発生しました。被災さ

れた方は避難所での生活、仮設住宅への入居が始まり

ます。さらに復旧が進むと復興住宅が建設され、震災で

家を失い、再建が難しい被災者はここに入居します。

当時、仮設住宅や復興住宅への入居は60歳以上の高

齢者だけの世帯、また障害者のいる世帯芯ど社会的弱

者を優先する方針で進められました。また、入居する世

帯は抽選で決められました。そのため、被災者は避難所

から仮設住宅、復興住宅へと転居を繰り返すたびに、も

ともとのコミュニティが崩壊してしまい、御近所さんたち

とぱらぱらに怠ってしまいました。

HAT神戸は震災後にできた、もともとコミュ二ティの

ない新しいまちです。復興住宅が数多く建ち並んでいま

す。復興公営住宅では入居者の高齢化、また住民間土の

つ芯がりが、薄いという問題が、深刻となっています。そし

て、高齢者の孤独死や自殺も相次いでいます。また、近

年入居した若い世代と子供たちが高齢者の方とったよが

る機会というのはほとんどありません。住民間でコミュ

二ケーシヨンを図ることができず、復興住宅で幅広い世

代のコミュ二ティ形成が困難芯状況と怠っています。

このよう芯問題を受け、私たちは活動目標、 HATに

「笑顔Jが広がるようにを掲げました。この目標を達成
するために様々芯取り組みを行ってきました。

活動の目的は次の三つです。

一つ目、復興公営住宅に住む高齢者の孤独や寂しさ

を癒やす。二つ目、幅広い世代の地域コミュ二ティ形成

の支援。三つ目、子供たちの居場所の提供です。

HAT神戸・灘の浜の復興公営住宅1階にあるテナン卜

を借りて、ここを活動場所としています。2015年10月に

オープンしました。

「ほっと｜くOBEJは小さい子供から高齢者まで誰もが

集うことのできる場所です。学生が運営し、学生が幅広

い世代聞の橋渡しを担うことで、住民間士のつ芯がりを

つくる活動をしています。

活動目的一つ自に対する私たちの取り組みは、毎週月

曜日11時から14時、来てくれるおじいさん、おばあさんに

お茶やお菓子を出してゆっくりお話をすることです。1時

間以上お話をする方や買い物がてら挨拶だけしに来てく

だ、さる方もいらっしゃいます。訪れる方は日に日に増え、

ここに来るとほっとするねと言っていただいています。

二つ自の取り組みは、一、二カ月に1度の頻度でイベン

トを開催しています。これにより地域ににぎわいをもた

らし、幅広い世代の住民さんたちが、交流できる場と怠っ

ています。また、地域の様々芯催し物にも積極的に参加

し、運営のお手伝いもさせていただいています。

これまでに開催したイベン卜を少し紹介します。2015

年11月、 IほっとKOBEJをオープンして間も芯いころに、
おでんの販売とフリーマーケットを行いました。このイ

ベントはIほっと｜くOBEJ；を地域の皆さんに知ってもらう
ことを目的に行いました。おでんやフリ マーケットを

通して学生との交流を図り、このイベントの後も多くの

住民さんたちに「ほっと｜くOBEJを利用してもらいやすく

たよったと思います。

次に、 6月、お花を植えようというイベン卜を行いまし

た。地域の子供たちゃおじいさん、おばあさんにも参加し

ていただきました。「ほっと｜くOBEJ周りの花壇の手入れ

をし、お花を植えて華やかにしました。少しのお花でも気



持ちが落ちつくわみたいな、というように住民さんから御

好評をいただきました。こういった＊＇イ捨てされたこ 、みで、

あるとか荒れた花壇というよう芯見た目は、治安や気持

ちの酉でもとても見過ごすことのでき芯いことだ芯と感

じました。また、お花好きのおじいさん、おばあさんが：こ

のイベントをきっかけにお知り合いに怠ることもで、きまし

た。また、新たにコミュニティが、広が、ったと思います。

10月にはハロウィンイベントとして、「みん芯でいっ

しょにトリッ7オアトリー卜Jを開催しました。内容は、
子供たちと学生が一緒になって地域のお宅を訪問し、

お菓子をいただくというものです。そして、お菓子をくだ

さった方には子供たちが、お礼のお手紙をお渡ししまし

た。初めてほっと｜くOBEIこ来てくれた小さい子供たち、そ

して、そのお父さんやお母さんたちが積極的に参加して

くださいました。おじいさんのお宅に訪問させていただ

いた時に、おじいさんが、ひとり暮らしだから、子供たち

が大勢来てくれて本当にうれしかったと言ってください

ました。イベン卜の後もほっとKOBEに遊びに来てもら

えるように芯りました。幅広い世代がかかわることので

きたとてもよいイベントとたよりました。

12月にはクリスマスパーティーを行いました。子供た

ちと一緒にクリスマスカードをつくり、部屋を飾ってパー

ティーの準備をしておじいさん、おばあさんをお招きし

ました。子供から高齢者の方にクリスマスカードを渡し

てもらったのですが、本当に皆さん、喜んでくださいまし

た。みんなでお茶やお菓子を楽しみ怠がら談笑し、すて

き芯イベントとなりました。

活動して1年たちます力えほっとKOBEを多くの方に知っ

ていただき、そして多くの方とつながることができた場に

なれたのでは芯いか芯と実感することができました。

私たちは地域の様々な催し物にも参加し、お手伝いを

しています。8月、毎週日曜日に行われた子供たちの重休

み勉強会サマースクールや、 HAT神戸の脇の浜団地で毎

月行われている歌声喫茶のお手伝い、次にとちらは灘の

浜で行われている餅っき大会や親子料理教室芯どです。

高齢者の方だけの運営ではなく、学生が入る影響と

いうのはとても大きいものだと感じました。イベントを

より活性化させ、またお手伝いをしながら地域コミュ二

ティ形成の支援を行いました。地道に様々芯人々とほっ

とKOBEにつ芯がりの場を広げました。

最後に、子供の居場所の提供です。

子供たちとはトランプやかくれんぼをして一緒に遊ん

でいます。日ごろ感じている学校の先生やお友達にはな

か芯か言いにくい乙となどを学生にたくさんお話ししに

来てくれます。ほっとKOBEiこ子供が、大勢集まるごとで、

/j＼だ、ん余り子供とかかわることの芯い高齢者の方にとっ

ても身近に子供たちがいることを感じられてとてもう

れしいようです。幅広い世代が集うということがほっと

KOBEのよい点だと患います。

活動の効果というものが少しずつですが、見受けら

れるようになりました。オプンしたてのころ、住民さん

に学生が挨拶をしても、返してくださる方は本当に少芯

かったで、す。私たちはそれでも笑顔で挨拶を続けまし

た。それが功を奏し、最近ではほとんどの方が笑顔で挨

拶を返してくださいます。ほっとlくOBEをオープンしたて

のころに出会ったおばあさんも余り笑わ芯い方でした。

ですが、、今では本当にすてき怠笑顔で、手を振って遊び、に

来てくれます。

また、子供とほっとKOBEで顔見知りに芯ったおじい

さんとか、ふだんお互いに挨拶を交わすように怠ったと

いうことも聞き、うれしく思いました。それによって、最

近あのおじいさんを見かけて芯い芯とか、この前会って

挨拶したよというよう、地域の住民さん同士で見守る目

ができつつあるように思います。

そして、まだほっとKOBEを利用したことの芯い高齢

者の方にとってもほっとKOBEのにぎわいを見てほっこ

りしてもらったり、何か困った時に頼れる場所があると

いうだけで、も心強い存在に芯れているのではないかな

と思います。

次に、ほっとKOBEのマネジメン卜についてお話しさ

せていただきます。

まず、人の酉ですが、、活動メンバ、ーを集めるために、

大学で講演させていただいたり、チラシを配布していま

す。メンバーとは毎月1固のミ テイングを欠かさず行

い、活動の方向性や問題点を共有しています。

次に活動資金です。ほっとKOBEのテナント料やお

茶、お菓子、印刷代芯どがかかります。そして、活動して

いく上で多様芯情報を収集し怠ければたよりません。

このように、人、お金、情報というマネジメントを学生

が、行っていく中で、私たちは多様怠広いネットワークを

形成しました。ほっと｜くOBEを基点とし、行政や自治会、

NPO、他のボランティア団体芯どです。人の問題やお

金、情報は多くの方々との連携と支えによって解決して

きました。

しかし、このようにつ芯がりをつくるのは容易芯こ

とではありませんでした。地域に密着し、時に我慢強

く様々芯人に働きかけ、活動を継続した成果だと思い

ます。ここですばらしい経験をさせていただき、ほっと

KOBEの中だけにとどまらず；大勢の人たちとつながり

を得たことがとてもうれしいです。



今後の展望と課題です。

「ほっとKOBEJをオープンして1年たった現在で、も、

「ほっと｜くOBEJの利用を敬遠しがち芯方ももちろんい

らっしゃいます。おうちに引きこもりぎみの方、子育てに

悩んでいるお母さん、問題を抱えている子供たち、そう

いった人でも「ほっとKOBEJで地域の方々とつ芯がるこ

とが、できるように、イベントやふた、んの活動を工夫して

いきたいと思います。

また、災害が起こった際に地域で、助け合える強いまち

になるための地域コミュ二ティ形成をしていきたいと考

えています。学生ができる地域防災について、今後より

深く学び、ここで実践していきます。

「ほっと｜くOBEJが怠ければ知り合え左よかった大勢の

人たちとつながることが、でき、また、住民間士が、ったよが

ることをお手伝いすることをできているととが可ムたちの

やりがいであり、とてもうれしく思います。

・兵庫県立大学fほっと｜くOBEJ2 私が「ほっとlくOBEJ

に携わるように怠ったのは、「lまつとKOBEJ力t

半年ほど、たつたころでした。初めは何をしたらいいのか

わからずに、接し方とかも全然わからずに戸惑うごとが

すご、く多かったんで、すが、子供たちの方から声をかけて

いただいたり、お年寄りの方と話をしていくうちにつれて

「ほっとKOBEJという場所をすごく大切にしたい芯と思

うようになりました。

また、ふだんの活動やイベン卜芯どを通じてたくさん

のつ怠がりたよどを見て、本当にすてきだ芯と思っていま

す。私自身、住民のみ在よさんに挨拶するっていうのが、初

めのころはすごく緊張して難しかったんで、すが、活動を

続けていくうちにつれてだんだんできるようにたよってき

たので、 IほっとKOBEJを通じて私自身も成長できてい
るなと感じています。これからも、もっとまた笑顔を広

げ‘ていけたらたよと思っています0

・兵庫県立大学「ほっとiくOBEJ3 私はIほっと｜くOBEJ
にかかわる前から、もともと防災や災害復興の分野に興

味があり、ここの東館にある本学の防災教育センタで

の授業を受けたり、活動に参加したりをしていました。し

かし、こんなに身近な場所、とんな目と鼻の先にあるよ

う芯場所でこんな大き芯問題が、起こっているとはまず想

像もしていませんでした。「ほっと｜くOBEJの活動に参加

してい怠ければ、気づ、く乙とはなかったか怠って思ってい

ます。

そして、活動していく中で少しずつ人間関係が生まれ

てお話しできる人がだんだん増えていくのを見てると、

自分が活動している成果をすご、くはっきりと感じること

ができるので、とても充実感を感じています。それは自

分の新しい居場所のよう怠、自分が、帰ってくる場所のよ

うなそんたよ安心感にもつなが、っています。

この自分の感じている安心感というのを Iほっと
KOB日にかかわる全ての人に感じてもらいたい在よってい

うそんな思いを胸に、これからも活動を地道に続けてい

こうと考えています。

・兵庫県立大学｛ほっとKOBEJ1 本日もお越しいただ

いております灘の浜団地の皆さん、 HAT神戸の住民のみ

芯さんたちには、日ごろからたくさんの温かい支援をい

ただいています。本当に感謝しています。私たちの最大

目標であるHATに笑顔が広がるようにをもっともっと実

現していくために継続して活動していきたいと思っており

ます。

6/L；こ
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立命館大学
I減災×学びフ口ジ工クトj

サービスラーニングという学び方・減災P以外のプログラムなどについては、立命館大学

サービスラ一二ングセンターのホームページをご参照ください。

http://www.ritsumei.ac.jp/slc/ 
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・立命館大学減災×学びプロジ、エクト1 こんにちは。立

命館大学減災×学びプロジ、工クトの発表をさせていた

だきます。

法学部2回生の鵬首優衣と申します。

今回は私たちの活動について三つのキーワードから

お話をさせていただきます。

つ目は定点観測です。今回会場にもお見えです力大

高森順子さんと山口先生のもとで復興を遂げた神戸の

まちを2014年から撮り続けています。

二つ目はサービスラ一二ングです。今日お話しさせてい

ただく活動は、立命館大学サービスラ一二ングセンター

による成果科目として位置づけられているものです。

東日本大震災の後、 2012年度に始まった事業で、東

北の復興のために新潟と神戸の経験から学ぼうとプ口

ジ、工クトが組み立てられています。

三つ目が、追体験です。メモリアルアクションKOBEにも

使われているとおり、私たちは震災を経験してい芯い未

災者です。そんな私たちが過去の災害、また復興過程に

あるまちを訪れ、それぞれの災害の特性芯どを見詰め直

すことで災害を追体験していきます。

ではまずL一つ目のキーワード、定点観測について詳し

くお話しします。

このスライドは2014年12月22日にテレビ大阪で紹介

された二ユース素材を使わせていただいています。

左上の写真にあるパネルは震災から19年後に人と防

災未来センタで作成、展示されたものです。後で紹介

しますが、東灘区の森南町に住んでいたある女性の方が

上から1枚目と2枚目の写真を撮影しています。私たち減

災×学び、プロジ、工クトのメンバはその続きの 冨下の

3枚目の写真を撮影しています。ち芯みに、この減災×学

び、プロジ、エクトというのは減災Pとか減Pと略されてます

ので、そうした言い方を今後使わせていただきます。

これらの神戸の活動を定点観測と位置づけています。

減Pと神戸のかかわりは高森順子さんによって導いてい

ただきました。減Pが、始まった2012年、東北の復興に携

わる上での参考にと、人と防災未来センターの見学と資

料室の活用をさせていただきました。

そして、 2013年にも同じ協力をお願いしたところ、高

森さんから活動の提案が芯されたとお聞きしています。

それは森南町に住んでいた大仁節子さんという女性が

自費出版された写真集、こちらが、実物の方ですわえ I朔
け神戸jに感銘を受け、既に亡く怠ってしまった大仁さん

が撮影された場所と同じ場所の今を訪れて、同じ角度で

切り取って撮影していきませんかっていうもので、した。

実は山口先生と高森さんが同じ研究室の御出身とい

うこともあって、積極的にこの活動が取り組まれること

になりました。こちらは2力所だけの紹介に芯りますが、

実際私たち、 2016年度のメンバーで撮影したものです。

震災直後の1枚目、復旧から復興の過程を撮影した2枚

目、そして、現在のまちの風景が3枚目です。

左の方にある写真が森南町の2丁目、右側にあるのが

三宮駅前のダイエーの6階から見おろして撮影したもの

です。どちらも場所の特定をするのにとても苦労した場

所です。

左の方の写真を見てもらうと、全然震災当時と今

2016年に撮った時と全然変わっていて、住宅街芯どで

どんどん家とか建てられてしまっていて、芯か左よか見っ

かりませんでしたが、例えばこちらにある倉庫だったり

とか、ここの塀だ、ったりとか、何か今で、もちゃんと残って

いるところが、あったりします。

隣の右側の夕、イ工ーの方です力大今、夕、イ工とポートア

イランドの線路の前にミント神戸が、もう建てられてしまっ

ていて、最初、ここを探し出すのは、ダイエーがミント神戸

に隠れてしまっていたので、探すのにとても苦労しました。

このように20年以上経つと、か芯り変わっているとこ

ろとかもやはり多いですが、震災当時と変わらたよい部分

もあり、定点観測をして写真を見比べることで遣いに気

づくことができました。

定点観測の意義は2014年3月の人と防災未来セン

ターの資料室ニュース53号で、も詳しくまとめられていま

す。インターネットでも公開されていますので、もしよろ

しければ検索していただき読んでみてください。

先ほどテレビ、のニュースでも取材されたとお伝えしま

したが、新聞でも各紙で報道されました。ちなみに今日

もNH Kラジオの大山さんにも取材いただいています。

昨年、大山さんに私たちの定点観測に同行いただきまし

た。他は山口先生にお聞きしたりとか、土地資料を参考

にしながらお話しさせていただきます。

このように活動を通して学／j＼教育プログラムはサービ、

スラ 二ングと呼ばれています。減災×学び、プロジ‘工ク

トは立命館大学の教養科目シチズンシップ・スタテ、イーズ

！という科目に位置づけられており、年聞を通して大学

と現場を往復して学ぶこととされています。

こちらの図は立命館大学サ ピスラ一二ングセンター

による受講ガイドから引用しています。減災×学びプ口

ジ、工クトの他にも京都の三大祭リの一つ、時代祭の運営

に携わるもの、区役所の広報誌を企画、編集するもの、

滋賀県草津市の商店街でライトアップイベントのお手伝

いをするもの芯ど、多くのプロジ、エク卜があります。

プロジ、工クトが授業として位置づけられているので、



減Pで、 I~年間のスケジ、ユールが、あらかじめ示されていま

した。こちらが2016年の当初の計画でしたが、 4月の熊

本地震やこのメモリアルアクションKOBEへの参加芯ど

もあって、実際の動きはこのとおりではありません。

特に、平成28年熊本地震が起きたことで、今年の減

Pは例年と違った動きと芯りました。引き続き、神戸、中

越、そして東北は大船渡市や楢葉町とのかかわりも重ね

てきましたが、熊本地震により大きな被害がもたらされ

た西原村へ農業復興ボランティアセンターで活動させて

いただきました。

ちなみに先ほどのスケジ、ユルはポスターの方でも載

せています。そこでは詳しく説明しているのですが、東北

や熊本での活動先は立命館災害復興支援室による連携

協力先での活動と怠っています。

こちらが五つの現場での活動を振り返り、私たちが学

べたと捉えている内密です。メンバー全員がそれぞれ感

じたことを表にしてまとめています。

まず、特に今回私力t強く印象に残っているものを紹介

したいと思います。

今回、西原村での活動に、私は参加が、で、き芯かったん

ですけど、西原村へ行ってきた他のメンバーの話を聞い

たりすると、震災の被害が深刻芯感じとか暗い話では芯

く、地域の方がとても温かく迎えてくださった話とか、食

べ物がおいしかった話芯ど、その地域の人柄や震災に負

けずに元気に頑張っている様子が伝わってきました。

他の地域での活動でもそうです力え私たちはその地域

での震災が、あったからとか、震災の影響で苦しんで、いる

から支援しているというよりは、その地域の人の温かさ

とか地域の魅力に引かれたから乙そもっと力、かわってい

きたいと感じたんだと思います。

それぞれの学びから、特に、私が、ピックアップしたいの

は神戸の定点観測をしている時に感じましたが、私たち

は京都の大学生で、神戸の土地についてやっぱり全然知

ら怠い人が多いです。定点観測をする人に、やっぱり神

戸の人がいたら、あの場所かつて見当が、つくものと思う

んですけど、やっぱり神戸に土地勘がたよい人から見ると、

昔の写真を見ても今の写真を見ても、あ、こん芯場所が

あるのかつて感じるだけだと思います。ただ神戸の土地

勘がある人がいるのとい芯いのでは、やっぱり定点観測

の見方とか進め方が変わってくるんじゃないか芯と感じ

ました。

また、中越の方で名前で呼ぴ合う関係がより関係を深

めると書いてありますが、これは私は減Pの活動を通し

て初めて学んだととでもあります。新潟の小干奇市塩首

集落では何回か活動をさせていただきましたが、行くた

び、に名前を覚えてもらって、とてもそれがうれしくて、逆

に私たちもかかわった方々の名前を寛えて、名前で、呼ぶ

ことを心が、けていました。名前で呼ぴ合うことで、ただ

の大学生と地域の方々ではなくて、 人の人として認識

されて、個人と個人のつ芯がりができると思っています。

これが減災にも生かせるのでは芯いかと感じました。も

し震災が、あった時に全く名前を知ら芯い人よりはまずは

名前を知っている親しい人とか近所の人の方がより助け

合いやすいのではないかと思います。ふだんから地域で

のつ芯がりや人とかかわることの大切さを改めて実感し

た1年でした。

今日の発表に先立って2016年12月16日に京都府がベ

ンチャービ、ジ、ネスの支援の拠点として設けている町屋を

お借りして、 「わが、町の減災を考えナイトIという企画を
させていただきました。中間発表でも計画としてお話し

したとおり、活動先の一つであり、田植えから稲刈りまで

かかわった新潟県小千首市の塩首集落の魚沼産コシヒ

カリの新米でおにぎりを提供しつつ、五つの災害を現場

で追体験してきた内容を紹介しました。また、参加してい



ただいた方々が愛着を持つ地域の暮らしについて語り合

いました。

語り合うことが災害からみずからの命を守り、助かっ

た命が失われないようにするという減災のための視点を

引き継がすことができると呼びかけました。

以上、今日は三つのキーワードをもとに活動を紹介さ

せていただきました。

定点観測で、は個々人にとって、そして過去のメンバー

からバトンを引き継いだ私たちが大仁さんの思いを受け

継いでいく意昧を探ることができました。

「朔け神戸jのあとがきで、大仁さんは、瓦れきを処

理してしまったら、その懐かしい町並みが消えてしまうと

おっしゃっています。あれから22年を迎えようとしてい

ますわえ神戸の町並みは確かに変わりました。しかし、改

めてあの日を思い、あの日に思いをはせることが大切だ

と実感しました。

これはボランティア調査活動ではなくて、サービス

ラ一二ングという視点で臨んだからこそ得ることができ

たと捉えています。

今日はうまく行ったことばかりをお話ししています力大

チ ムワークがうまく行かず、苦労したこともあったりし

ました。しかし、未災者である私たちが、過去に災害を経

験した方々と丁寧にかかわることで、さらなる未災者が

学i5，きっかけをつくり続けることができます。
減災Pでは毎年週去の受講生がサポーターとして補佐

役をしてくだ、さっているのですが、災害への追体験は今

後も課せられるように、私たちも何らかの形でまた次年

度以降の受講生たちと現場で会いたいと願っています。

最後に改めて、このよう怠機会をいただきましたこと、

高森さん、山口先生、また、災害メモリアルアクション

KOBEの関係者の方々にお礼を申し上げます。ありがと

うございました。

定点観測

追体駿
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公開サロン
I未災者が伝えられること1
・司会 この活動で、印象に残った経験を参加学生同士で、

共有し、自分たちと同世代の若者に対して「神戸のこと

ば］をどのように伝えることができるかについて意見交

換を実施していただきます。

・司会 出演者を御紹介いたします。

ファシリテーションを担当していただきますひょうご

震災記念21世紀研究機構研究調査本部の高森順子研

究員です。

悶司会 続きまして、グラフイツクレコーダーを担当してい

ただきます京都産業大学教育支援研究開発センターの

鈴木沙代さんです。

掴司会 サロン参加者につきましては本日御参加していた

だいている学生さんや関係者の皆様に芯ります。意見交

換にぜひ御参加ください。

・司会 ここからの進行は高森研究員にお願いしており

ます。それではよろしくお願いします。

圃高森研究員 前半15分間という本当に短い間でこの1年

聞の発表をしてもらいました。1年間といっても数年前か

らずっと続けられている活動も含みますので、本当にこ

の15分間では部だけの発表だったかと患います。話し

足りなかったこと、ちょっといいこと言っちゃったけど、

本当はもっと大変なことあったんだよとか、色々あった

と思います。

そん怠中で、今回はちょっとこの後半はモードを変え

たいと思います。モードを変えて、タイトルをまず見てく

ださい。未災者が、伝えられることとあります。発表の中

でも出てきた言葉ではありましたけれども、私は未災

者ではありません。小学校5年生、 10歳のときに震災を

経験しているけれども、経験者で、も伝えるって難しいっ

ていうことも思いますし、災害を研究するっていうそう

いった職業を選んだ、私っていうのはすごく特殊芯人間だ

と思うんですね。なおかつ今回集まってくだ、さったアチー． 
ゑ災者ザ設費車排語~さ

ムの方々も、きっと同級生の方からはどう思われてます

でしょうか。何でそん芯に頑張るのとか、そんなおもしろ

いのって言われたりしたととないでしょうか。

今回アチームの人たちの発表の中で、どうしてあなた

たちがここまで、熱心にやるに至ったのかということを

ちゃんと考えることが、必要だと思いました。それはどう

してかというと、災害から年月が、たつご、とに震災に遭っ

てい芯い人、震災を経験してい芯い人たちが震災を経験

してい芯い人たちにその経験を伝えるっていうごとをす

るしか芯い状況が出てきます。その時に災害を経験して

いないけれども、こういった活動をしているあ芯たたち

がどうしてこういう活動に参加し、活動の中でものすご、

く印象的芯出来事、何かこうずっと心の中に残っている

出来事があるとか、そういったことを聞くことで、最終的

芯目標としてはとの1年間で経験したことの中で自分た

ちと同世代の若者にこの1年間での経験で「神戸のこと

ば1というものを伝えられることがあるとすれば、誰に、
要は同世代でも、同世代でもどん芯同世代の人に伺をど

んなふうに伝えるっていうととができるだろうかという

ことを最後にちょっとヒントのよう芯形をいっぱい出し

て、次のこの神戸の場で乙のアチームの来年度もそうか

もしれ在よいですし、新たに参加するチームもあると思い

ますので、その時にこれを最初に知ってもらうことでより

よい活動が、で、きたら芯というふうに考えています。

公開サロンのルールをひとつだけお伝えします。

これはさつきまでの発表ではありません。例えて言う

怠ら、学校でみん芯でミ テイングしているようなそん

芯感じで話してください。あともう一つは先生から聞い

た言葉ではなく、自分の言葉で話してください。これは、

とても重要芯ことです。あとはこういうことをどう思いま

すかというふうに聞きますので、その場合、手を挙げてく

ださい。マイクが回りますので＼マイクが、回ってから話し

始めてください。

信、・4‘



では、始めてみたいと思います。今回アチ ムの発表を

聞く中でヒアリングをされていたりとか、アンケー卜調

査をされているとか、あとはゲームをつくったりとか、本

当に色ん芯形で、神戸でやってきたこと、神戸で経験した

人たちの言葉を聞いたり、本を読んだ人も、そういった

形で、様々に知った知恵っていうものを活動っていう形で、

結晶にしてきたと思います。

そん芯中でも神戸の人に出会ったり、あとは活動す

る中で 番印象に残った出来事は何で、しょうか。どうし

てそれを聞きたいかっていうと、多分印象に残った出来

事っていうのは、，［）に残ってるっていうことですよね。と

いうことは恐らく伝わっているということと近いことだ

と思います。でも、この印象に残った出来事っていうの

はアンケー卜調査をしてすごくいい話が聞けましたって

いうことだけじゃたよいと思います。何かしら芯いけど、も

のすごい怒られたとか、何だか悲しい気持ちに怠ったと

か、この言葉を聞いてどうしたらいいかわからない気持

ちに怠ったとか、そういったまだ解決してい怠い言葉、む

しろそういう言葉が欲しいと思ってます。すごく難しい

ことを聞いてますけれども、それをちょっとお話ししても

らえたらいいと思うんで、すが、まず、この1年間の中でこ

ん芯ことを聞いた時にこの人の言葉が印象に残ったであ

るとか、そういったことはありますか。もし、そうじゃ芯い

場合は、ちょっと興味が、あるところから聞いていこうと思

います。

舞子高校さんはヒアリングと学校で、講義をするってい

う両方の形とってましたね。でも、ヒアリングの中の結果

で、体験を知っているのと知って芯いのでは対応が変わ

るっていうこの1点が、すご、い大事だっていうことが分かっ

たっていうお話を発表で、されてましたよね。このヒアリ

ングの中で、伺かこう、この言葉だけじゃない、多分、本

当に新長田とかの駅前でお話を聞く中ですごく印象に

残った人とか言葉とかっていうのはありませんか。

・高森研究員 新長田とか垂水とかで、は最初、とても緊

張したでしょう？

掴兵庫県立舞子高校 はい。垂水で話した時は商店街の

方にいき芯り話を聞いたり、商店街へ昔力、らお店をやって

る人に話を聞いたんですけど、私が一番その中で印象に

残ってるのは、商店街の魚屋さんのおじさんの話で、だか

ら今の子たちは飢えと寒さが芯いから弱いみたい芯。

園高森研究員 飢えと寒さ。

・兵庫県立舞子高校 飢えと寒さ。何か昔の人は寒かっ

たから強くて、強いっていうか、何か防災とは確かに関係

芯い怠って思ったんで、すけど、伺か地震の話をした上で

その話をされて、関係ないけど、飢えと寒さがないから

今の子たちは、今の子たちは弱いじゃ芯いけど、色ん怠

ものに対応していく力が芯いみたい芯ことを言われて、

例えば北海道と沖縄とかやったら、どっちが、戦争したら

強いってなって、やっぱ寒いところに対応できる方が強

いから北海道が勝つよ芯みたい芯話あって、まとまりが

芯いんですけど。

園高森研究員 そういう話が聞きたいです。

．兵庫県立舞子高校 その飢えと寒さの話が自分の中で

は印象に残ってます。あと新長田は地域の方にお話を

イ司ったんで、すけど、新長田ってやっぱ火事とかあって大き

な被害があったから、ここにこういうもんが、あって、 2階

建てのものがぽんと落ちてきたみたいな話をされて、な

んでやろ、腕つかんでお話しされたんで。何か身1}1リ手，｝1

りで、普通の人やったら絶対ここまで、話してくれへん芯み

たい芯ことを熱弁してくださいました。

国高森研究員 それは聞きに行く時に、急に高校生がやっ

てくるわけじゃ芯い。発表の中で、もちょっと最初は、ね、

そういう中で、でも聞いた瞬間にすごく鏡舌に話してく

ださる感じ怠んですか。

・兵庫県立舞子高校 うまくは芯いけど、また失礼やけど、

何か一人一人体験が遣うから、伺か自分が言いたいととを

．． 
恭笑話併協錦多：1



一つ1£.んって伺か、ぽんじゃ芯いけど、言ってくれた0

・高森研究員 ということは、印象に残ったことっていう

のは、震災の時にこういうことが、あってこう大変だった

んだの、その先の話。先の話怠のか芯。どういう言葉が

印象に残ったの。

温兵庫県立舞子高校 垂水の時芯んですけど、垂水はどっ

ちかっていうと被害が少芯かったんで、何か最近のヒア

リング調査で、南海トラフの時に津波が来ると思います

かみたいな、シール貼ってやった時に、津波が来る想定

は出てるんですけど、新長田で聞いた時は、対応、作戦

みたいなのを立ててたり、準備よくしてるんですけど、

垂水の人は商店街が海沿いに、海の近くにあるんですけ

ど、芯んか津波が来ないと言われていて、それが自分の

中ではすご、く怖いなって思いました。

・高森研究員 やっぱり聞いてみないとわから芯いし、で

も、住民の人たちはそれを何と芯く意識してるかもしれ

芯いけれども、こういう言葉をかけられ芯いと多分出て

こない話題かもしれ芯いですね。だから、多分 「神戸の

ことぱjっていうことを考えると、舞子の子たちが話した

からこそ出てくる言葉で、もしかしたら、その住民の方も

言ったことの芯い言葉かもしれない感じがしますね。あ

り力fとうございます。

発表の中ではこういう調査をしましたというところの

中で、なか左よか発表にはで、きない言葉っていうのはたく

さんあると思うんですね。そういうものをやっぱり聞い

ておくことが、今日しかでき芯いこと芯ので、少し聞いて

いきたいと思います。

随時言いたいっていうことがあったら、手を挙げてく

ださいね。でもそうじゃない場合はと、うですかというふ

うに聞いていきます

関西大学の「ぽうさいマイCREOOJさんのお話の中

で、神戸の最初のきっかけに怠ったところですよね。きっ

かけが、とてもマイナス芯というか、災害が起きてい芯い

にもかかわらず；もうここはだめだ、っていうようなマイナ

ス怠言葉だったと思うんで、すけれども、ちょっとそこに

すごく興昧があるんですけど、そういう言葉の中でも伺

か心にひっかかっている言葉ってありますか。

・関西大学社会安全学部近藤研究室 まちの人だとか、

お店を構えている人だとか、他にももう家にいてはる人

に1件1件話を聞きに行った時に、ネガティブ芯ことを言

う人もいっぱいいましたが、でもそういう人は伺か共通し

て、東日本と比べたら全然ましだけどねっていうことを

言う人がか芯りいてたのがすご、い印象に残っています。

でも、比べるものじゃ芯いとは思うんですよ、私は。ただ

でさえ、東日本と比べなくても、やっぱり阪神・淡路で

すごい経験されてるから。比べて、いや自分らはまし、う

ん、やっぱ向こうの人はかわいそうで、だからうちんとこ

はそれに比べたら全然ましだよねっていうふうに思うの

はちょっと違うのでは芯いのか怠というふうには、そうい

う話を聞き芯がら、ちょっと心の片隅で思っていた時は

ありましたね。

・高森研究員 との言葉って、より大き芯災害とその人は

思っていて、それよりかは阪神・淡路はましだったってい

うのは、ポジティブ芯言葉では芯いと思いますか。

・関西大学社会安全学部近藤研究室 ポジティブでは芯い

んじゃないか芯とは思いますね。うん、遣うかなと思う。

・高森研究員 定よるほど。やっぱりじゃあそれは、阪神・

淡路の話をしていても、東北の話が出できたり、その他

の災害と比べてという話が出てくる、ことが最も印象に

残った、語リや話0

・関西大学社会安全学部近藤研究室 やっぱりそういう

経験をされてきたからこそやっぱりその後の大きい震

災、だから新潟だとか、そういう東北だとか熊本のこと

とかも、日ごろから気にかけてニュース見てるっておっ

しゃった人もか芯りおられたので、そういう意識が、やっぱ

りその阪神・淡路でその人たちの震災に対する意識って



いうのは大きく変わったんじゃ芯いのかなとは、話聞い

ていて思いました。

狙高森研究員 もう少し聞きたいんですけど、 Iぼラさい
マイCREDOJで宣言文とか新しくちょっと考え方を変え

るというか、形の言葉の中で一番印象に残っている人、

こういう人がいて、こういうことを言っていた人が、こん芯

ことを言ったっていうような、ちょっと一連のシンがわ

かれば‘うれしいんですけど、ありましたか0

・関西大学社会安全学部近藤研究室 か芯リ多くの人に

お話を聞いていて、 200人ぐらいの人から話を聞いてき

ました。だから、ただ単！こCREDO書いてくださいって

言ってスケッチブックとペン渡して書いて、それを回収し

ただけじゃ芯くって、とりあえずあの時どうされてました

かとか、今どうしてますかとか、そういう震災のことも踏

まえて書いてくださった言葉が多いので、本当にその人

その人、様々芯ストーリーがあって、そういう過去が、あっ

て今があるっていうのが、やっぱりあるので、どの人って

言われても、実際に家の下敷きに芯つてはった人とかも

やっぱり中にはいましたし、だから、そういう経験踏まえ

て常備薬とか懐中電灯は常日ご、ろから持っておくってい

うようなCREDOももらいましたし、そういう週去があっ

たから、今の私のこういう心構えができるっていうのは、

そういう人人色んな過去が、あって、その人が今思うこ

とがあるっていうのがそのCREDOの活動を通じて私が

知ったことかなとは思います0

・高森研究員 そう考えると、私芯んかだと、お一人のこ

とをしっかり見るっていうことが、大事なようにどうしても

~ 

思いが、ちだけれども、すごく大き芯、 200人っていう数で

7事に聞いていくっていうことで、そこから伝わってくる

ものっていうのはあると思いますか0

・関西大学社会安全学部近藤研究室 カレンダーとかに

載ってるのは、ただスケッチブ、ツクを抱えてる写真を見

ることに怠るんですけれども、そうやって掲げてる言葉

の裏にはそういうこ十何年かの大きい思いがあるってい

うのは、やっぱりこうやって私が、人人話を聞いて知っ

てきたこと芯ので、まずそれを伝えることも大事かなと

思います0

・高森研究員 そう考えると、やっぱり「ぼうさいマイ

CREOOJっていうと、本当に宣言文のすごく短い文章

なんだけれども、調査をしてくれている大学のメンバー

たちは、きっと多分それの読み方が違うんじゃないか

芯と思うんですよね。そこの後ろにある背景がわかって

る、じゃ、背景のわかってい芯い人たちに rrまうさいマイ
CREDOJ；を見てもらう、要は活動にも参加してない、そ

ういう人たちに見てもらって、こういう経験をこの大学で

このチームでやりましたっていうことを共感してもらうっ

て、すごく難しく芯いですか、どうですか。

・関西大学社会安全学部近藤研究室 それって難しいこ

とだと思います。でも、それを見て、じゃあ私にできるこ

とって伺だ、ろうって、そういうふうに自分自身で自分の

新た芯CREDOをそうやって考えてもらうことが、一番の

狙い怠ので、その人その人で捉え方は違うと思うんです

けど、それが胃IJに悪いことじゃ芯くって、見たふうに受け

取ってもらったらいいので、それで、自分の生活を振り返っ



て自分のCREDOを掲げてもらうことが一番こっちとし

てもうれしいととですし、そういうふうにしてくれたらい

い怠って私は思います。

・高森研究員 だんだ、ん言葉のそのままの意味っていうも

のと、でも調査をする中で、背景を知っていく中で、の言葉の

意昧っていうものが、やっぱりそれぞれの、この1年間とか

数年間の経験値だけれども、全然違って見えてくるってい

うのがわかってきたんじゃないか芯と思います。

ではもう少しお話を聞きたいのですけれども、神戸学

院大学さん、教訓が震災を経験した方々と我々を含む

かもしれないけれども、中学校の生徒たちの教司｜｜って

いうものがずれっていうものがあるっていう話が、あった

と思いますけど、そこの話の中で新長田と水道筋でイン

タビ、ユーしていますよね。このインタビ、ユーの中で、やっ

ぱり一番大事なのは人の命だっていうことだったり、コ

ミュ二ティだっていう言葉がすご、く出てきたっていうお

話がありましたけど、それはどん芯語り口で、どん芯時に

どん芯ふうに話されていたかっていうのを、そのシーン

をちょっと再現し芯がらお話してもらってもよろしいで

すか。

濁神戸学院大学現代社会学部社会防災学科安富ゼミ 僕

自身は水道筋の方に行って、水道筋、倒壊家屋が、多力、っ

たんですけど、お年寄りの方が団体で、集まっているとこ

ろにちょっと話を伺って、コミュニティが、大事だ、とかは、

やっぱりずっと近所づ、き合いが、多かったからこそ、周りの

家屋が、倒壊して助け合うことが大事だ、ったりとか、また

ちょっと離れてるけど、こっちの様子が、気に怠るから、遠

いけどわざわざこっちに来てくれて手伝ってもらったりと

かいうことでのコミュニティが、大事だっていうことをおっ

しゃっていました。

量高森研究員 それ、どん主主人でしたか。

・神戸学院大学現代社会学部社会防災学科安富ゼミ お

ばあちゃんとおじいちゃんですね。

・高森研究員 それは買い物をされてた人ですか。

．神戸学院大学現代社会学部社会防災学科安富ゼミ い

や、もうただ、単に座って、交流してる人です。

・高森研究員 アポ芯しで、話を伺いに行ったので、すか。

・神戸学院大学現代社会学部社会防災学科安富ゼミ は

い。アポ芯しです。

・高森研究員 そういう時に、でもこうやってわあっと話

してくださるっていうこと芯んですよね。

・神戸学院大学現代社会学部社会防災学科安富ゼミ は

しlo

・高森研究員 ごれってすご、く、みんな普通と思っている

かもしれないけれども、ものすごく特殊芯状況だと思う

んですよね。高校生、大学生ですっていうふうに、学，:51立

場にいる人たちだから協力してあげようっていうのはあ

るかもしれ芯いけれども、これだけ急に出会って、わあっ

とお話しされるっていうことは、多分きっと、神戸には語

り部さん、潜在的芯語り部さんが、たくさんいるっていう

こと芯んですよ。だから、「神戸のことぱjに出会うって

いうことは、大学生や高校生のこの人たちが神戸に行く

ことによって、行って話をすることによって「神戸のこと

ぱJっていうのが、もしかしたらもう左よかったものが、出て
きてるっていうこともあると思うんで、すよ。そういう言葉

が出てきているんじゃ芯いか芯と。そうだからこそ、本当

lこ一番大事芯生命の大切さとか、そういった言葉が出て

きたんじゃ芯いか芯というふうに思いました。はい、あり

がとうございました。

少しが変わりますけれども、 0-PROの3年のRESQに

ついて、大変よい発表ありがとうございました。あの発

表の中で、最初の言葉が、すごく気になったんで、す。小さ

いころ災害は自分とは関係ないことだと思っていたって

いうお話ありましたよね。災害はいつどこでも何どきで

も起きるってわかっていたけど、でも自分のこととは思え

芯かった、でも、今ここにいますよね、あ主主たは。それは



どういうきっかけでここにいる、とういうことをすること

に怠ったのかっていうのをちょっと教えてもらってもい

いですか。

聞国立明石工業高等専門学校D-PR0135。3年生 まず、

東日本大震災があったのが私が確か中学の卒業式の白

とかだ、ったんで、す。卒業式の日に家に帰ってきた時にそ

れこそ家が流されている映像をテレビで自にして、それ

が本当に逆にリアリティーが、芯かったというか、本当にア

ニメの世界のような光景でして、それにまず衝撃を受け

たっていうのが、あります。

それで、本当に起こり得るもの芯のか芯と感じました。

あとは明石高専で1年生で防災リテラシ という授業

があるんですけど、その時に防災について学べる授業芯

んですけど、それを学んでいくにつれて、起こり、実際に

自分の身に起こり得ることだから、無視できないという

か、本当に自分のものとして捉え芯いといけ芯いなと感

じていったという経緯が、あります。

岡高森研究員 では、自分が、映像で、見たっていう経験と、

あとは学校での学びっていうものが、ちょうどこうコンビ

ネーションというか、くっついたみたい芯形で、災害ってい

うものに対しての活動するっていう方向に向かったって

いうことです芯んですね。これはすごくおもしろい話だ

と思います。

あともう一つ聞きたいんですけど、今回、「神戸のとと

ぱjっていうものを防災クイズっていう形で、力一ドにし

てますけど、その防災クイズの中で一番印象に残ったも

の、それはどこで、どん芯ふうに知った情報ですか。 押

しを教えてください。

．国立明石工業高等専門学校D・PR0135。3年生 難し

いですね。そうですね、今回［神戸のことば1の、今主に
全体のクイズの割合として一番多いのが、神戸市のホーム

ページに掲載されている、何か神戸市が被災者の方々に

対して行ったアンケー卜が全部ホームページに掲載され

ているんですけど、それの内容をクイズにしてるんですけ

ど、何か豆知識みたいなものとかが多くて、実際にその

クイズとかやってみたら、へえ、そう芯んだとか、例えば

簡単芯例ですけど、大雨が降ってる時は長靴で、外出する

よりもスニーカーで外出したほうが動きやすいよとか、

そういう豆知識みたい芯んはいっぱいあって、何かこれ

とは決められないですけど、色ん芯知識が、あって、そこか

らやっぱり学び取れるものというか、自分が実際に災害

を経験したら本当に役に立つ知識がいっぱいあって、そ

うですね、全体的に。

・高森研究員 こう思うと、全体っていうのは多分「ぼ3

さいマイCREDOJと同じ部分もあると思うし、さっきの

例として言ってくれたお話は、普通、普通の要は日常な

ら大雨が降ってたら、普通長靴雇きますよね。でも、そ

うじゃ芯くってスニーカーのほうが、いいっていうよう芯、

ちょっと日常とは遣うんで、すよっていう、ギ、ヤツプが、ある

E知識っていうものが印象に残ったっていうことでいい

ですかね0

・明石工業高等専門学校D-PR03年生チーム そうです

ね0

・高森研究員 怠るほど。ギ、ヤツプっていうのは、ちょっと

これまでの色んなお話の中でも出てきたよう芯気がす

るんですよね。

最初に舞子高校の子たちが、言ってくれた言葉も、震

災の話をした後に飢えと寒さが芯いから、最近の子は

どう芯んだという話をするだとか、あとは、ちょっと話

を始めたらすごく長い時間話をしてくれるだとか、自分

の予想、をちょっと覆すよう芯、それは幸福芯場合もある

し、ちょっと不安も感じることもあるし、でもそうだけれ

ども、そういうギ、ヤツプのある経験っていうものを積み

重ねていったことが、印象に残った経験に怠ってるのかも

しれ芯いし、 Iぼ、うさいマイCREDOJさんとかの場合だ
と、 200人っていう大き芯人数に同じ形で語リかけ続け



るっていうことは、自分の語りかけの仕方が、変わってい

くだろうし、そういう普通の生活ではやら芯い経験って

いうものを繰り返していくことっていうことが印象に残

る経験になるのかというのが、少し共通頂として出てき

たのかもしれません。

0-PROの2年生の皆さんは、西之町のまち歩きの中

で、気に怠った言葉として、もっと若い人を巻き込ま怠け

ればというふうに住民の人たちは言ってるんで、すよね。

その中であ芯たたち若い人がいますよね、どん芯気持ち

でそれを聞いてますか。

・国立明石工業高等専門学校D-PR0135。2年生 もと

もと私たち2年生チームは、まちの人たちは災害が起き

た時に助けてくれる人が欲しいっていうことで、すごく多

く聞くんですけど、実際、私たちは住んでいる場所も遣

うし、特lこ2年生は地元が明石じゃ芯い人が多くて、もと

もと土地勘も左よければ＼災害が起きた時にそこに助けに

行くことができないので、そん芯中でその芦を聞いて何

が、できるかを考えていくことがすごく難しくて、定期的

に会合とかもするんですけど、その時に結構道の整備が

芯つてないとか、市の管理がなって芯いとか、自分たちに

はできないことに関して言われることも多くって、でも、

その中で自分たちには時聞が芯いんやっていう言葉を聞

いて、ごう、どうしたらいいんやろってすご、い思ったんで、

すけど、絶対捨ててはいけない言葉や芯と思って、これ

からもうちょっと自分たちがしていくことを考える必要

があるたよと思いました。

掴高森研究員 多分、この言葉も自分たちにはもう時間怠

いっていう言葉だったりとか、あと住んで芯いあ芯たた

ちに対して、いやもう年配の人ばっかりゃからどうしたら

いいんやということを言ってくるっていうととは、もしか

したら言う宛先は遣うかもしれ芯い、本来は遣うかもし

れ芯い、だけど、あ芯たたちに言ってるっていうことは、

どういう意昧を持つと思いますか。

．国立明石工業高等専門学校D-PR0135°2年生 直接

自分たちが、伺も大き芯ことはできなくても、それをでき

るまちの若い人たちとかにつ芯ぐ役割をしていく必要が、

ある芯と思いました。

・高森研究員 乙の話を聞いてると、やっぱりあらゆる活

動の中でもしかしたら、我々今アチ ムの活動それぞれ

ですけれども、経験をした人に話を聞きました、分かり

ましたで終わりではなくって、それを翻訳っていう言葉を

便ってたチームもあったと思うんで、すけれど、も、それを

また別のところにったよぐっていうそういう役割が、必要に

怠ってきていて、それが求められている。それは本当に大

変芯形であらわれているのがこのDPROさんの活動の

中か芯というふうに思いました。

そこからつ芯がるよう芯部分として、ほっとKOBEの活

動はまさに結ぶというか、もともと本当に震災後新しく

できたまちで、しかも歴史背景というのは復興住宅とい

う少し特別芯歴史を持っている。そういう中で全くそこ

から縁が芯いというわけでは芯いだろうけれども、兵庫

県立大学としてあらわれて、芯おかっそういう場も持ち

主主がら進めていく、最初は本当に部外者という感じで、

中間発表のころだ、ったで、しょうか、その話の中で勧誘を

されたり怪しい人たちじゃないかと思って不安がられた

ことが、あったというよう芯お話もしてたと思いますけれ

ども、ほっと｜くOBEさんの場合は、ちょっとその他と毛色

が全然違うと思うんで、すよね。すごく大事芯ことをしてる

と思うんです。ずっと聞きたいなと思ってたのは、多分、

今これまでの6組の活動というのは、ヒアリングという形

であなたの話を聞かせてくださいと言って聞いてる話だ

と思うんです。でも、ほっとKOBEさんの場合はそれは言

わ芯いですよね。場を提供して、子供世代と親世代とそ

の親の世代を結ぶっていうことをされてると思います。

あとは震災を経験した人たちと経験されて芯くて新たに

入ってこられた方との関係を結ぶっていうこともされて



ると思います。

そういう中で、要は聞きたいですというふうに言わ芯

い形で、ずっと長期的芯関係をつくっていく、その中でI神
戸のことぱJ、すごく抽象的芯物の言い方ですけど阪神・
淡路の経験だったりとか、あとは防災とか減災とか、そ

ういった言葉っていうので、何かこうどんな時にそういう

言葉が出てきて、印象的芯言葉とかはありますか。

E兵庫県立大学「ほっと1くOBEJ 私たちはおっしゃって

いただいたように、本当に長期的にずっと関係を築いた

上で、ぽろっと弱い部分をお話してくれるっていう方ばっか

り怠ので、出会って初めはもちろん無視されてましたし、

ずっと挨拶ずっとし続けて、ある日突然笑顔に芯ってくれ

たりとか、そういう経験をしてきました。

その中で＼お話ししたい気持ちが、あるのにでき芯いって

いう人が、多くいらっしゃるっていうのをすご、く思っていて、

ほっと｜くOBEIこ来た時にそれを話してくれるように怠った

んですけれども、お友達が、い芯いっていうお話を聞いた

りとか、ここに入居して半年以上たつのに誰ともまだしゃ

べったことが芯いっていうおばあさんもいらっしゃって、そ

ういう方がここに来たら、誰かとしゃべれるのか芯あって

いうふうに聞いてくださった方が、いらっしゃったので、話

したい気持ちはあるけれども、そういうことがあって難し

いっていうのが、すご、くよく分かりました。

・高森研究員 印象的なこういう方が、この日こうやってき

て、こういうお話をされましたっていうようなちょっとワ

ンシーン、もしあれば、想像をしたい芯と思うので＼どん

芯ことがありましたか。

・兵庫県立大学「ほっと1くOBEJ さっきも少しで、てきた

おばあさんの話芯んですけど、ず、っとほっと｜くOBEの前

には通りかかるけれども、なかなかお話しし芯いですし、

こんにちはって話しても無視するか、ブツブツブツと暗

いことを言ってて、下をうつむいて歩いていくつていう感

じのおばあさんが、ある日突然では芯いですけど、何回

もお声がけしていくうちに明るい話題を話してくれるよ

うに怠って、今までは人の悪口とか、そういうのをブツブ

ツ言う方だ、ったのが、今日は天気がいいねっていう、そう

いう明るい話題を言ってくれるように怠って、それがすご

く私の中では 番うれしい出来事で、今まではそういう

表情を見たことが芯かったので、よかったで、す。

国高森研究員 それが、変わるっていうのは、どういうこと

がキ ポイントというか、どうしてその人は変化すること

ができたと思いますか0

・兵庫県立大学「ほっと1くOBEJ 災害、震災が起こって

22年も経つけれども、全く違う環境に置かれてしまっ
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て、ひとりぼ、っちで、つらい日が続いてた中で、友達もい

芯くって、でも、孫くらいの若い世代、私たちはその人に

とって孫の世代に怠るので、すごく多分、自分で言うのも

何ですけど、かわいいんだと思うんですよ。

・高森研究員 そうでしょうね。

・兵庫県立大学「ほっとKOBEJ だから、そういう子に

話しかけてもらって、おばあさんなので、男の子も大好

きですし、そういう若い人からぱっと声かけられたら、

やっぱり最初は警戒しててもやっぱりうれしいんだろう

怠っていうのはすご、く思います0

・高森研究員 そうですね。そう考えると、今、孫っていう

言葉が出てきましたけど、やっぱリ今震災から22年経と

うとしていて、震災の時にばりばり働いていた30代、 40

代っていうのが、50代、 60代ですよね。もっと言えば、震

災の時にリ 夕、として、地域のリーダーとして活躍し

てきた人っていうのは大体50代の方々だ、ったと思うん

です。そう芯ると、 50代の方々はもう70代、 80代に怠っ

ていってるわけで、すよね。だから、そういう人たちとの、

親戚関係のよう芯こういう関係を結べるのは、もしかし

たら今しかでき芯い形かもしれ芯いですね。だから、娘

だったり孫だったり、そういった子たちに伝えたいってい

う思いっていうのは血縁関係を超えて伝承するための、

何かこう無理の芯い関係性っていうものが、できるよう

な、そんなヒントをもらったよう芯気が、します。ありが、と

うございます。

最後に、立命館大学の減災×学び、プロジ、エクトのお話

をちょっと聞きたいと思いますけれども、ここの活動は

本当にあらゆる場所に行って、しかもみん芯全員が行く

というわけでもたよく、本当に関心が、あったりとか、あとは

そういったものに行ってきてはみん芯でミーテイングを

して、じゃあ我々にできるととは何芯のかということを考

えていく、そういうものだったと思いますけれども、この

神戸の話に今回は聞いてみたいと思うんですけど、立命

館大学の活動の場合は［神戸のことぱJということも大
仁節子さんっていう写真集の話で、すよね。大仁さんはも

う5年前に亡く芯られているので、お会いすることもでき

芯い。主主おかつ、私もお会いしたことが芯いというそう

いう中で、会ったことが、ないけれども、写真集がある。

少しだけれども文章がある。そういった中でまちに繰り

出すっていうことをしてきたと思うんですけれども、その

中で、もうこのことは伝わったたよと思えたことと、このこ

とはまだわからない怠ってこと、ありますか0

・立命館大学「減災×学ぴプロジ、エクトj 昨年12月に

1固定点観測を行ったんですけども、その時森南町の方

に行って、大仁さんの実際のおうちが、あったところを紹

介してもらったりして、やっぱり自分の発表の時にも紹

介したんですけど、すご、く大事だ、ったおうちが、全壊してし

まって、それをどうしてもやっぱ写真に残しておきたいっ

て思って写真を撮られたのが定点観測というか、御自宅

を撮った最初のきっ力、けでもあったので、やっぱそのお

うちの周りの写真だったりとか、キャプションの写真に

ついてる文章について何かすごいやっぱり思い出が、あっ

て、やっぱりそういうのは伝わってきて、改めて大仁さん

の御自宅の周辺とかをもう一固定点観測して、伺かこん

たよにおうち、そのおうちも全然主主く芯ってしまってて、す

ご、い変わってるのを見て、乙の時大仁さん、どう思った

んだろう芯とか、そういうのを感じ芯がら活動はしてい

ました。

・高森研究員 今回、ちょっと定点観測に参加させても

らってるんで、すけど、初めて森南町の再開発を担当され

ていた元神戸職員さんの松本さんという方が同行してく

だ、さったんで、すよね。彼から語られる言葉っていうもの

は写真集で見るだけじゃ芯い言葉が、あったと思うんで、す

けど、やっぱり当時を知ってる人がいる、発表でも神戸を

知ってる人がいることが、大事だって話がありましたけど、

やっぱり物だけで、は難しいっていう感じはしますか。

・立命館大学I減災×学びプロジェクトj そうですね、
私自身は神戸の出身なので、その場所に行ったら、伺力、

今ある風景とかをよく知っているので、あ、昔はごうだっ

たんだ怠っていうのが分かったりするんですけど、やっぱ

り他のメンJ＇＼＇ーもみん怠それぞれ遣う地域に住んでいる

人ばっかり芯ので、その方への今の風景も知ら芯かった

りとか、昔のを見て、ああこう変わったんだなあみたい

芯感じたりして、私自身も震災当時の様子とかも、写真

集見たりとか普通にニュースとかそういうので、写真とか

映像とかで、しか見たことがたよかったので、伺か実際にそ

の場所を知っている人に話を聞くことで、当時ここにこ

ん芯のが、あってみたい芯話が、聞けた方が、より身近に感じ

られるというか、それは思いました。

園高森研究員 怠るほど。やっぱりこの話聞いてると、そ

れはその他のところにも共通してたと思いますけど、

やっぱり震災を経験してい芯い我々が震災を知るってい

う時に、熱心にずっと語りをされている方だったりとか、

あとは映像に残している方とか、本当にたくさんの方が

いるんだけれども、語ら芯いけれども震災にことに関し

て思いのある人が、実はたくさんいらっしゃるんですね。

その思いっていうものも全然一様ではないわけですね。

今回、このアグループの取り組みの中で、共通している芯

と思うのは、この取リ組みによって多分きっと初めてと

いうか、 10年ぷりとか15年ぷりとか、そん芯形で神戸の



話をした人がたくさんいたと思うんですね。我々自身が

掘り起こしをするためのメディアに怠るというか、そうい

うふうに芯ることはできるんじゃないか芯ということを

何とたよく感じることができました。

鈴木さんが、今ずっと書いてきてくださったものを少し

見ていただき芯がら、震災を体験してい芯い我々が自分

たちの同級生とか周りの人で災害とか防災とか、あとは

神戸のことに関心が、芯い人たちに何をどうやってどん芯

ふうに伝えられるかということをちょっと考えてみたい

と思います。

全体を見てみ芯がら話をしていきたいと思うんですけ

れども、少しまとめると、まず最初に、乙れは舞子高校

さんのお話でしたね。その話の中では、商店街で伺の連

絡もなく、本当にアポ芯しで行ったら様々な話が聞けた

ということ。あとちょっと震災とは関係芯いじゃ芯いと

思うけれども、すごく熱のともった言葉があったってい

うことが、すご、くひっ力、かりましたということがありまし

た。あと、これは新長田、これは神戸学院さんですね、新

長田で、この話は置いといてと言い芯がら、ものすごく

身体を使って話してくれた人たちもいたと。あと、やっ

ぱりちょっと遣うなというふうに、これは 「ぼうさいマイ

CREDOJの聞大生の子が、言ってくれましたけれども、何

かやっぱり東北よりましだ、よっていうよう芯言葉で、もし

かしたら片づけてしまうのかもしれないし、神戸のとと

を、じゃあそうだからもう語ら芯いっていうよう芯ものと

して大き芯災害っていうものが、あるのかもしれ芯いなっ

ていうことが、わかってきました。

あと、その中では、またこれも「ほ、うさいマイCREDOJ

さんですね。これは本当にもう一つ大事芯点かもしれ芯

いんですけれども、お一人お一人丁寧に聞くということは

もちろん大事な上で怠んだけれども、 200人っていう多

くの人に同じ形で聞き続けること、そういうふうにする

ことによって神戸っていうもののそのまちが持っている

震災観っていうのとか、震災に対する考え方というか感

覚っていうものを、なか芯か震災を経験してない人間に

はわから芯いですよね。でも、こういう言葉でこういう語

調で、お話をされるんだっていうことを200人聞いていく

ことで、体で、わかっていく。これはこうで、したって表現する

のはすごく難しいと思うんだけれども、神戸を知ったと

いうよう芯実感を持ったことにも怠るんじゃ芯いか定よと

いうふうにも考えられるかもしれ芯いですね。

あとは、 D-PROの彼が言ってくれた、どうして防災に

興味を持ったかっていうのは、やっぱりこれ、阪神・淡

路じゃ芯くって東北の映像を見て、しかもこれがリアリ

ティーが芯くっていうようなそういう部分と、あと学校の

教育とっていうのが結びついた時にこれをやろうという

ふうに関心が、要は1個のきっかけじゃ芯いっていうこと

ですよね。何個か重芯りがあるっていうことが大事なの

か在よというふう芯こともわかってきました。

あとは我々の役割として、今震災から22年ですので、

その中で防災、防災第1世代っていったらどうなのかわ

から芯いですけれども、震災当時50代、 60代でぱりぱ

りまちづくりに頑張ってこられた方々、そして、その意思

を継いで防災の研究者になったり、あとはそういった活

動の先駆者に怠ったりした人たち、そして、少しそこから

離れて、私たちぐらいですかね、 30代ぐらいと、あと10

代、 20代っていうようたよそういう層の重芯りができてい

るのが、今だと思うんですね。層として怠おかつ今、阪神・

淡路大震災でその当時第一線で活躍していた人たちと

も話ができる、そんたよ時期でもあるということ。だから

こそ、みん芯で話し合える場が、持てるっていうのは大き

芯ことだし、この部分はすごく大切にしていか芯きゃい

け芯い点だ、というふうに思いました。

では、なか芯かまとめるのは難しいんですけれども、

この1年間で色々芯体験をしてきたと思います。その中

で、もしかしたら 生ひっかかり続ける体験もあったか



もしれません。そん怠中で、じゃあ自分の体験を自分の

お友達に、友人です、同級生の友人に神戸の体験ってど

うやったら分かるんっていうふうに言われた時に、こうい

うことをしたらいい、こういうところで、こういう話聞いた

らいいよとか、こういうことをやってみたらいいよとか、

まずはこれを読んだらいいよとか、何かこうどん芯こと

でもいいので、言葉が出てきたらうれしいんですが。最

後のあと5分ぐらい芯んですが、何かありますでしょう

か。多分、色々もう出てきてると思うんですけども。難し

いですか0

・立命館大学［減災×学びプロジ‘エクトj 震災が別に

神戸だけじゃ芯くって、今も熊本の地震とかもあったりし

て、結構若い世代の人も震災に関してすごい興味を持っ

てる人はすごい多いと思うので、神戸の震災はやっぱり

最初というか、一度この神戸のこういうととが、あって、今

は何か若い人はこういう活動をしてるって伺か紹介って

いうか、もっと神戸の人にも、神戸の若い人にも知ってほ

しいし、私は京都の大学なので、他の地域の方とかにも

知ってもらえたらいいのかなと思っています。

園高森研究員 怠るほど。

・国立明石工業高等専門学校D-PR0135。3年生 今の

震災未経験世代は、やっぱり命のとうとさみたい芯の

を理解して芯い芯と思いまして、ゲームは例えば小学生

とかだったら、嫌いな友人とかにおまえ死ねとか言って

ますけど、死ぬっていう言葉にどれだけの重みがある

のかっていうのを理解してませんいただ経験して芯い

からあんまり理解できた主いっていうふうに思いまして、

ただ、それは私自身もそうだと思うんで、すけど、芯ので、

やっぱり命の尊さというのを震災を経験された方の体験

談から感じとつていくようたよ形はとっていかないといけ

芯いなと思います0

・高森研究員 ありがとうございます。神戸学院大学さん

はどうですか。どん芯ことを知ってもらったら、どん芯こ

とを知ってもらったら防災とか減災とか神戸とかに関心

がない人も、あ、こういうことって大事だ芯とか、もっと

聞きたい怠っていう思いに怠ることできるで、しょうか0

・神戸学院大学現代社会学部社会防災学科安富ゼミ 神

戸に限らずにたよるかもしれ芯いんですけど、さっき私が、思

いついたのが、復興したまちでおいしいものを食べても

らう。仮に私の近所に住んでる友達に、震災のこと知リ

たいんだけどと、うすればいいって言われた時に、私はま

ず最初に多分言うのは、復興したまちでおいしいものを

食べに行って、そ乙の人に震災の話を聞くのはどうって

提案するか怠って思って、そしたら、何か震災は暗いだけ

のイメージ、ではいてほしく芯いので＼今頑張ってる人たち

の笑顔とかを見て、震災に対してもう少し明るく、今は

頑張ってる神戸っていうのを同世代に伝えられるか怠っ

て思いました。

・高森研究員 ありがとうございました。本当に話は尽き

芯い中で、どこまで、話が進められたかっていうのはある

んですけれども、本当に今回15分間の話の中では決して

出てこ左よかった、ちょっと発表にはできない、でもすごく

大事芯ことっていうものが、数々出てきたと思います。

この内容に関しましては、今後インターネットでも公

開することに怠ってます。芯おかっとれは10年続く中の

第2回目ということですので、 3回目、 4回目とこうやって

続けていきた主が、ら、これを蓄積していきまして、じゃあど

ういう形で、神戸の経験っていうものを震災を経験してい

芯い者たちが、伝えられるのかということのヒントを、こう

やって毎年考える場が、できたら怠というふうに思ってお

ります。

どうもありがとうございました。



集め・4支えう ・3合。、す



/Jヲ：::1-.，ワ
/ f,. j ::_ t二

号室ミ洲、



開会の

河田センタ一長

いさつ

ただいま御紹介にあずかりました河田でございます。

阪神・淡路大震災が発生した、今から22年前、私は48歳でした。だから、今年70歳に芯りま

した。第1世代に芯るわけですけども、実は第1回のメモリアル・コンファレンス・イン神戸を、神

戸国際会議場で開催しました。というのは、ここI人と防災未来センタ Jがある場所は当時、
野原でしたから、何も芯かったんで、す。

このメモリアル・コンファレンス・イン神戸は少芯くとも自分たちの責任で10年間はやろうとい

うことは決めました。しかし、実は当時、お金が一銭もありませんでした。そこで、色々 芯学会や、

企業から運営のための資金のご協力を頂き、 2005年までの10年間、実施してまいりました。

私たちは10年たったら、この会議は次の世代に渡そうと考え、 10年経った時に、矢守先生や

牧先生たちに引き継ぎ、以後22年やってきたわけであります。

2002年｜こ、この人と防災未来センターという建物ができ、そして、今日のような会合を定期

的にここで開催することができるようになりました。その当時ですら、今回、皆様方がやっていただいたよう芯内容のミーティ

ングが、将来行われるというよう芯ことの予測はできませんでした。

私が、皆さんの発表を聞いていて思ったことは、防災というのは私たちが、思っている生活文化をどのようにして変え芯きゃい

け芯いかということにつ芯がるんだということ。つまり、いろん芯体験とか教訓を言葉でどう伝えるかというのは、文化を変え

るということにとってはとても大切芯ことたよんだというととに気がつきました。

コミュニケーションの大切さとして、これは実際に体験しようとしていまいと、そういうことでは芯くて、自分の文化になって

いるものを人の違う文化の中にしみこませるということの難しさこそが、防災だと思うのです。

災害は、ほとんどの方は一生の聞に一度も経験し芯いので、その大切さというのは芯か芯かわから芯い。生活文化の中に命

の大切さ、生きていくことの大切さをこの防災ということを通して知っていただく、との手段として昨年から始まったとの「神

戸のことぱj力f果たす役割は非常に大きいと思います。

最近は本当に忘れる暇もたよいぐらいに、全国告地で、災害が起こっています。地震だけで、は芯くて地球の温暖化によって大雨

が、降ったり、今まで、上陸したととの怠いところに台風力〈上陸するということが日常茶飯事で起こるように芯りました。

そのため、防災というものを私たちが、持っている生活文化の中にどのようにしてしみこませていくのかということが、とても

大事だと思います。

実は二目前に私は仙台に行ってまいりました。東北大学にはこの東日本大震災のきっかけで、災害科学国際研究所という非

常に大きな組織ができました。ここで、東北で起こった災害の教訓をまとめてどう発信するかという作業をやっているので、す

が、私たちが、神戸で、これまでやってきた皆様方が参加する被災地で、の被災者からのアクションというもの力え残念芯が、ら東日

本大震災では高台移転という形でもともと住んで、いたととろに住まないという形でコミュ二ティが全く潰れてしまっている中

で、との東日本大震災の教訓を私たちのよう芯この活動と同じよう怠形でどう伝えていただくのかということは大変難しいと

いう現実を見てまいりました。

私たちはもちろん被災地で、こういう活動をこれからも続けていただく必要が、あると同時に、そういうことが非常に難しい状

況にある被災地も我が固にはたくさんあるということで、この輪を広げていただくネットワークを作ってもっとほかの地域、

被災地でそれを芽生えさせていただく努力もお願いしたいと思います。

阪神・淡路大震災の発生から22年を経て、こういう形で、若者と集って、私たちのよう怠経験者が次につ芯げるよう芯努力を

どうしていったらいいかを改めて考えるという機会に私自身が、置かれているということは、大変幸せに思います。

人と防災未来センターが、できてから、今年で16年になりますが、世界の

防災実務機関として非常に大き芯力を持つように芯りました。今、我が固で

も南海トラフ巨大地震あるいは首都直下地震のことが非常に大き怠問題に

芯っています。色々なものが東京をはじめ都市部への過度の 極集中で、

その反面、地方の衰退が起こり、 コミュニティが崩壊しているという中で、

災害が、ど、んどん起とるようになっています。その中で、皆様方のこの活動が

それにつ芯がっているという思いはしっかりと私自身も感じていますし、ぜ

ひ来年、再来年も、このI神戸のことぱJを中心lこ活動していくことは、とて
も大事芯ことだと思います。本日は、本当にありがとうございました。
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阪神大震災の躍睡をどう伝えるか話し合う牢生たち＝神百
市中央区脇浜溜陣通1の人と防災来畢センターで

、，

開

言葉でどう伝える

新日毎

教訓

被災者交流の場開設・避難路般定にまち歩き…

ループは京都府京丹波町で、 ンター畏は 「災曾は多くの人

ケーブルテレビ用に町民300 が一生の関経験しないので、
人以上が出演する防災C1':'!を防災の大切さを伝えるのが難
作成するプロジェクトなどに しし」教書｜｜を昌葉でどう伝え

ついて税閉した。 るかが大事だ」と締めくくっ
河田恵昭・人と防災来来セた。

阪神大震災の教訓を生かし、学 と防災未来センターJで開かれた。
生たちが防災・減災活動を展開し 県立舞子高や県立大など兵庫、京

ていく「災望書メモリアルアクショ 都、大阪の大学高専高校の七
ンKOBE Jの活動報告会（毎日 つの防災グループのメンバーら約

新聞神戸支局など後援）が7日、 200人が1年閣の活動を痘り返っ
神芦市中央区脇浜海揮通lの 「人 た。 ［栗田亨］

神戸学生が防災活動報告会
震災を経験した世代が教甜11 のコトパJだった。 たちの居場所作りをする活動
をまとめた「メモリアル・コン 県立大の「ほっと神戸K0 を報告した。明石高専のチー
ファレンスーイン神戸J(1996 B EJは入居した被災者の高ムは、明石市の東二奥地区で
～2005年）、教団｜｜を次世代に齢化が進み、孤独死が懸念さ災暫時に備え、避舵路を鮫定
伝える「災害メモリアルK0 れている神戸市中央区のHA するまち歩きを実施。しかし、
B E」 <06～15年｝に続くこ T神戸周辺の慢興公曽住宅に住宅密集地で溢が狭く、安全
の先10年間の取り組み。テ一週l回のコミュニティースペな経路を綬定できなかった、
マは昨年に続き、 fKOBE ースを開綬し、高齢者や子供 と語った。また、関西大のグ
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ACTION2017 

関西大学社会安全学部近藤研究室
「ぼうさいマイCREDOJ共有プロジェクト a. 

防災の分野は、「あぶない」、f足り
ないJ、「難ししリといった、“後ろ向
きな”ことばのオンパレードです。

これではちょっと怠苦しい．そこ

で、関西大学近藤ゼミでは、「ぼう

さいマイCREDOJ（クレドは、ラテ

ン語で「約束」という意味）を集め

るという、KOBE発のプロジェクトを始めました。各地で機々なメディ

アを活用して、希望を紡ぐ“前向きな胃乙とばを共有しています。

立命館大学「減災×学びプロジェクトj

私達は、震災があった神戸・熊

本新潟・東北・熊本など様々な

地域で活動してきました。実際に

地域の方々と関わり、その現状

を自分達の目で見る中で、地域

ごとに必要なものはなにかを考

えていきました。地域に合わせた

様々な活動の仕方において、「滅災jについて多様な側面から考え

ており、また防災や減災に活かしてもらえるように活動で得た経験

や知識を伝えていくこともしています。

‘ 

KOB Eのことば
「KOBEJとは、阪神・淡路大震災の被災地全体と、災害の影響を受けたひ

と、そして災害後まちのために活動したひと、すべてを表現しています。災害

メモリアルアクションKOBEでは大震災を直接経験していない若い世代の

人たちが、災害を経験した人身へのインタビュー、アンケート、受流事業など

を企画・活動し、「KOBEのことば」を集めます。そして、わたしたちのこれか

らのために、「KOBEのことばjから何を残し、伝えていくべきか考えながら、

「学ぷ・活かす・鉱げるj取り組みをします.1月に開催するシンポジウムで

は、その内容を報告するとともに、「過去・いま・来来Jを見据えたアクション
のありかたについて‘みんなで考えを深めていきます。

兵庫県立大学 fほっとKOBEJ
‘ ほっとKOBEは、HAT神戸の地

域コミュニティ形成の支援を目

的とした活動です。小さい子ども

から高齢者まで、幅広い世代の

誰もが気軽に集え、「ほっと」でき

る場所を提供しています。大学

生が運営し、世代間の橋渡しを

する役割を担っています。普段の活動に加え、イベント等も行い、よ

り多くの住民さんに利用してもらえるよう努めています図学生が

HAT神戸の地域に密着し、継続した活動を行っています。
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松元正博

矢守克也

河田恵昭

土岐憲三

新野幸次郎

林 春男

※委員は氏名五十音順

所 属

京都大学防災研究所

神戸学院大学現代社会学部社会防災学科

NPO法人防災デザイン研究会

国立明石工業高等専門学校

京都大学地球環境学堂地震災害リスク論分野工学研究科

兵庫県災害医療センタ

（特非）さくらネット

関西大学社会安全学部

大阪大学大学院、阪神大震災を記録し続ける会

京都大学情報学研究科博士後期課程

ラジオ関西報道制作部 記者

工フ工ム・プランニング

兵庫県立大学防災教育研究センター

神戸学院大学現代社会学部社会防災学科

株式会社GK京都

兵庫県立舞子高校

関西大学社会安全学部

兵庫県立松陽高校

国土交通省近畿地方整備局神戸港湾事務所

兵庫県立大学防災教育研究センター

（公財）市民防災研究所

NPO法人『人・家・街 安全支援機構』

京都大学防災研究所

人と防災未来センター、関西大学

立命館大学

神戸都市問題研究所

防災科学技術研究所



災害メモリアルアクショシK0BE2017参加学生名簿

グループ名

兵庫県立舞子高等学校

国立明石工業高等専門学校

D-PR0135。（明石高専防災団）

2年生チーム

国立明石工業高等専門学校

D-PROl 35°（明石高専防災団〕

3年生チーム

関西大学社会安全学部

近藤研究室

「lまうさいマイCREDOJ

神戸学院大学現代社会学部

社会防災学科安富ゼミ

兵庫県立大学「ほっとKOBEJ

立命館大学

「滅災×学びプロジ工ク卜j

司 d色、

= 

氏名

山本泰成

井手口健司

新山 琴音

山本干智

松本 美砂

三井 唯菜

大坪直人

加藤昌也

住吉 悠

西尾ことり

竹谷夏葵

松田もも

樹下晴香

北尾 匠

多胡 旭

谷郷風人

河内山悠介

渡部桂太朗

東僚 朔

松尾彰太

多田裕亮

菅 智子

松家雅大

神足 美友

松本拓実

村岡荘志

篠原 達也

木村真悠

中谷実穂子

今井美佑

尾崎杏奈

芥田慶祐

上田清加

折田彩夏

細川紗里衣

田中 瞳

喜田f忠太郎
沖代大知

木ノ下敦也

塚本真央子

富岡美祈

イ中上 芽花
菅原由衣

井上太賀

大家元希

南木城人

向田健司

綾部勇太

和田貴士

山村勇貴

一之瀬美希

叶 諒太

小谷 美尋

嶋谷優衣

飯田雄平

粛藤 光

芳野尚吾

関 優花

岩崎奈々

磯見京香

所

兵庫県立舞子高等学校

兵庫県立舞子高等学校

兵庫県立舞子高等学校

兵庫県立舞子高等学校

兵庫県立舞子高等学校

兵庫県立舞子高等学校

兵庫県立舞子高等学校

兵庫県立舞子高等学校

兵庫県立舞子高等学校

兵庫県立舞子高等学校

国立明石工業高等専門学校

国立明石工業高等専門学校

目立明石工業高等専門学校

国立明石工業高等専門学校

国立明石工業高等専門学校

国立明石工業高等専門学校

国立明石工業高等専門学校

国立明石工業高等専門学校

国立明石工業高等専門学校

国立明石工業高等専門学校

国立明石工業高等専門学校

国立明石工業高等専門学校

目立明石工業高等専門学校

国立明石工業高等専門学校

国立明石工業高等専門学校

国立明石工業高等専門学校

国立明石工業高等専門学校

国立明石工業高等専門学校

国立明石工業高等専門学校

国立明石工業高等専門学校

関西大学社会安全学部

関西大学社会安全学部

関西大学社会安全学部

関西大学社会安全学部

関西大学社会安全学部

属

神戸学院大学現代社会学部社会防災学科

神戸学院大学現代社会学部社会防災学科

神戸学院大学現代社会学部社会防災学科

神戸学院大学現代社会学部社会防災学科

神戸学院大学現代社会学部社会防災学科

神戸学院大学現代社会学部社会防災学科

神戸学院大学現代社会学部社会防災学科

神戸学院大学現代社会学部社会防災学科

神戸学院大学現代社会学部社会防災学科

神戸学院大学現代社会学部社会防災学科

神戸学院大学現代社会学部社会防災学科

神戸学院大学現代社会学部社会防災学科

神戸学院大学現代社会学部社会防災学科

神戸学院大学現代社会学部社会防災学科

神戸学院大学現代社会学部社会防災学科

兵庫県立大学

兵庫県立大学

兵庫県立大学

立命館大学法学部

立命館大学映像学部

立命館大学法学部

立命館大学文学部

立命館大学法学部

松蔭高等学校2年
松蔭高等学校1年

※順不同
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ACT10N 
平成28年度災害メモリアルアクションKOBE報告書

主 催 ．阪神－淡路大震災記念人と防災未来センター

京都大学防災研究所

共 催 ．京都大学防災研究所自然災害研究協議会

企 画 ．災害メモリアルアクションKOBE企画委員会

人と防災未来センター事業部普及課内

災害メモリアルアクションKOBE企画委員会

干6510073神戸市中央区脇浜海岸通1丁目5-2函館6階

Tel 078-262-5060 Fax 078-262-5082 

http://www.dri.ne.jp/memorial action kobe 

本研究は京都大学防災研究所共同研究（平成28年度一般研

究集会28K-02）の成果によるものです




